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埼経協ニュース３４０号

埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
（
母
体
�
本

会
、
連
合
埼
玉
）
は
八
月
二
十
八
日
、『
埼
玉
県

高
等
学
校

進
路
・
就
職
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
』
を

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
ラ
フ

レ
さ
い
た
ま
に
て
開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
が
望
む
進
路
指
導
の

あ
り
方
を
実
際
に
進
路
・
就
職
指
導
に
当
た
る
県

内
高
校
教
員
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
も
の
で
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
。
当
日

は
県
内
公
立
高
校
の
進
路
就
職
指
導
担
当
者
ら
約

一
八
〇
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
野
上
武
利
本
会
専
務
理
事
（
就

職
支
援
機
構
使
側
代
表
）、
水
野
潔
埼
玉
県
教
育

局
県
立
学
校
部
部
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
古
曳
享
司
埼
玉
労
働
局
局
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
、

古
曳
局
長
は
「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
産
業

労
働
界
と
教
育
界
が
連
携
す
る
埼
玉
の
取
組
み
は

全
国
的
に
も
関
心
と
注
目
を
あ
び
て
お
り
、
ま
た
、

埼
玉
の
労
使
就
職
支
援
事
業
は
高
い
評
価
を
得
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
「
こ
れ
か
ら
の
高

校
生
の
進
路
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

パ
ネ
ル
に
は
、
県
立
学
校
民
間
企
業
等
派
遣
研
修

（
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
に
よ
り
企
業
で

一
年
間
研
修
し
た
教
員
三
名
、
派
遣
受
入
企
業
の

牛
窪
啓
詞
�
愛
工
舎
製
作
所
代
表
取
締
役
と
、
小

坂
良
二
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
）
業
務
支
配

人
・
総
務
人
事
支
配
人
、
労
使
就
職
支
援
機
構
と

し
て
野
上
代
表
の
六
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
、
関
根
郁
夫
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高

校
教
育
指
導
課
主
席
指
導
主
事
の
司
会
進
行
で
パ

ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
た
。

教
員
の
民
間
企
業
等
派
遣
研
修
は
、
教
員
の
資

質
の
向
上
や
視
野
の
拡
大
、
意
識
改
革
を
図
り
、

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で
十
一
年
目
を
迎
え
、

三
十
八
の
企
業
・
施
設
に
延
べ
五
十
八
名
の
教
員

を
派
遣
し
て
い
る
。
教
員
を
民
間
企
業
に
一
年
間

派
遣
し
、
実
際
に
就
労
し
な
が
ら
企
業
の
実
態
を

肌
身
で
体
験
す
る
も
の
で
、
派
遣
先
民
間
企
業
は

本
会
が
推
薦
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
会
が
教
育
局

と
連
携
し
な
が
ら
派
遣
研
修
を
始
め
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
や
四
者
面
談
会
な
ど
の
実
施

に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

実
際
に
企
業
で
研
修
し
た
教
員
は
、「
人
間
関

係
形
成
能
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）
と
積

極
性
、
前
向
き
な
発
想
力
な
ど
を
学
び
、
職
業
人

と
し
て
の
プ
ロ
意
識
を
感
じ
た
」、「
企
業
の
危
機

管
理
意
識
や
コ
ス
ト
意
識
な
ど
へ
の
厳
し
さ
を
体

験
し
た
」、「
社
員
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
立
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
と
同
時
に
、
個
人
プ
レ
ー
で
は

な
く
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
」
な

ど
の
体
験
実
態
を
語
っ
た
。

受
入
企
業
の
牛
窪
社
長
は
「
生
徒
に
は
自
分
は

何
に
興
味
を
持
ち
、
ど
れ
だ
け
可
能
性
が
あ
る
か

な
ど
を
探
り
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

学
校
と
企
業
は
相
互
交
流
し
、
生
徒
が
持
っ
て
い

る
素
質
や
可
能
性
を
い
か
に
見
い
だ
し
、
育
て
る

か
を
共
通
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
仕
事

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ

る
こ
と
も
大
切
」と
指
摘
し
、
小
坂
支
配
人
は「
働

く
こ
と
、
仕
事
の
意
味
を
機
会
あ
る
ご
と
に
説
く

こ
と
が
必
要
で
、
就
職
活
動
に
お
い
て
は
、
企
業

の
表
面
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
中
身
や
周
り

の
環
境
も
含
め
て
も
っ
と
時
間
を
か
け
観
察
、
研

究
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
就
職
後
は
働
く
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
知
識
・
経
験
・
知
恵
な
ど
を
活

用
し
、
自
分
の
や
り
が
い
や
生
き
が
い
を
早
く
発

見
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

野
上
代
表
は
「
連
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
国
家
づ
く
り
に
は
人
材
力
が
必
要
で
、
人
づ

く
り
に
は
社
会
全
体
が
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
教
育
界
と
産
業
界
、
そ
し
て

保
護
者
を
巻
き
込
み
連
携
し
て
対
応
す
る
教
育
が

必
要
。
結
果
に
は
原
因
あ
り
、
社
会
全
体
の
連
携

が
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
を
減
少
さ
せ
る
方
策
だ

と
思
う
」
と
ま
と
め
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
最
後
に
、
竹
花
康
雄
連
合
埼
玉
事

務
局
長
（
就
職
支
援
機
構
労
側
代
表
）
が
閉
会
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
終
了
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
（
敬
称
略
）

〔
県
立
学
校
民
間
企
業
等
派
遣
研
修
参
加
教
員
〕

括
弧
内
は
派
遣
先

堀

正
人
・
県
立
和
光
国
際
高
等
学
校
（
平
成

十
五
年

�
丸
広
百
貨
店

丸
広
川
越
店
）

竹
越
利
之
・
県
立
幸
手
商
業
高
等
学
校
（
平
成

十
六
年

�
リ
ケ
ン

熊
谷
事
業
所
）

井
上
正
明
・
県
立
飯
能
南
高
等
学
校
（
平
成
十

八
年

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
�
）

〔
派
遣
受
入
企
業
〕

牛
窪
啓
詞
・
�
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役

小
坂
良
二
・
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
）
業

務
支
配
人

総
務
人
事
支
配
人

〔
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
〕

野
上
武
利
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

〔
司
会
〕

関
根
郁
夫
・
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校

教
育
指
導
課
主
席
指
導
主
事

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０７ 月号

日本経団連 埼玉

埼埼
玉玉
県県
高高
校校
進進
路路
・・
就就
職職
指指
導導
者者
セセ
ミミ
ナナ
ーー

本本
会会
経経
営営
者者
とと
教教
員員
がが

パパ
ネネ
ルル
討討
議議

８・９
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

水
野
潔
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長
あ
い
さ
つ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
経
営
者

― １ ―
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頁

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七

月
十
八
日
�
午
後
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム

２
０
０
２
に
お
い
て
、
見
学
会
と
講
演

と
懇
親
会
の
三
部
構
成
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

第
一
部
は
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
の
本
部

長
柿
間
氏
に
よ
る
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。

普
段
で
は
見
る
事
の
で
き
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
ま
で
頂
い
た
。

第
二
部
の
講
演
は
「
サ
ッ
カ
ー
か
ら

学
ぶ
リ
ス
ク
管
理
」
副
題
（
ド
ー
ハ
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
と
題
し
、
大
宮
ア

ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
・
ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
清
雲
栄
純
氏
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

最
初
に
中
込
秀
明
部
会
長
（
富
士
電

子
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、

司
会
の
平
沼
大
二
郎
副
部
会
長
（
サ
イ

ホ
ー
・
社
長
）
に
よ
り
講
師
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

清
雲
氏
は
１
９
５
０
年
山
梨
県
生
ま

れ
の
五
十
六
歳
。
７３
年

法
政
大
学
卒
業
後
古
河

電
気
工
業
に
入
社
、
８２

年
に
同
社
サ
ッ
カ
ー
部

コ
ー
チ
、
８４
年
か
ら
９０

年
ま
で
監
督
を
務
め
る
。

こ
の
間
、
第
十
二
回
日

本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
優

勝
、
第
十
一
回
Ｊ
Ｓ
Ｌ

カ
ッ
プ
優
勝
、
第
六
回

ア
ジ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権

優
勝
を
果
た
す
な
ど
、

輝
か
し
い
功
績
を
残
し

た
。
そ
の
後
、
９２
年
、

日
本
代
表
コ
ー
チ
、
９４

年
、
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
市
原
監
督
、
９７
年
、

Ｕ
―
１８
日
本
代
表
監
督
、

９９
年
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
０４
年
、
ト
ー

タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

な
り
現
在
に
至
る
。
ま
た
、
同
年
、
法

政
大
学
工
学
部
の
教
授
に
就
任
。
専
攻

は
運
動
方
法
論
、
研
究
テ
ー
マ
は
「
サ

ッ
カ
ー
を
核
と
し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
」
と
文
武
両
道
に

秀
で
た
方
で
あ
る
。

講
演
は
清
雲
氏
が
何
故
ラ
グ
ビ
ー
か

ら
サ
ッ
カ
ー
へ
移
っ
た
の
か
、
か
ら
始

ま
り
、
日
本
代
表
監
督
ハ
ン
ス
・
オ
フ

ト
氏
の
側
近
と
し
て
の
コ
ー
チ
に
就
任

し
た
時
、
三
浦
選
手
の
遅
刻
と
、
オ
フ

ト
監
督
の
対
応
の
話
。
そ
し
て
、
ゴ
ン

中
山
選
手
の
技
術
レ
ベ
ル
と
執
念
の
強

さ
、
浦
和
レ
ッ
ズ
小
野
選
手
の
人
間
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
、

さ
ら
に
、「
ド
ー
ハ
の
悲
劇
」
か
ら
学

び
取
る
べ
き
リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
な

ど
を
話
さ
れ
た
。

第
三
部
の
懇
親
会
は
、
場
所
を
四
階

の
「
ビ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
・
三
」
に
移
し

て
行
わ
れ
、
特
別
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
眺
め
は
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
独
り

占
め
の
感
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
名
に
ち

な
ん
だ
料
理
、
例
え
ば
、
鹿
肉
の
ロ
ー

ス
ト
ベ
ー
コ
ン
巻
き
（
鹿
島
ア
ン
ト
ラ

ー
ズ
）、
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
の
カ
ズ
の

子
ソ
ー
ス
（
横
浜
Ｆ
Ｃ
）
等
々
、
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
懇
親
と
親
交
は
大
い
に

図
ら
れ
、
今
後
の
活
動
企
画
に
も
有
意

義
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

十
月
例
会
の
案
が
提
示
さ
れ
、
盛
会
裏

の
内
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

目

次

�
埼
玉
県
高
校
進
路
・
就
職
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
（
労
使
就
職
支
援
機
構
）

１

�
青
年
経
営
者
部
会
７
月
例
会

２

�
平
成
１９
年
春
季
労
使
交
渉
状
況

３

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
�
テ

レ
ビ
埼
玉

社
長

岩
崎
勝
義
氏４

〜
５

�
埼
玉
県
の
地
域
最
低
賃
金
の
改
正
、
全

都
道
府
県
改
正
審
議
終
了

６
〜
７

�
視
点
「
も
の
づ
く
り
へ
の
熱
い
遺
訓
」

専
務
理
事
野
上
武
利

８

�
青
年
部
会
ゴ
ル
フ
大
会

９

�
第
３５
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会１０

〜
１１

�
連
載
３７
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題

北
・
西
・
南
・
中

１２
〜
１３

�
連
載
４３
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１４

�
連
載
第
２３
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１５

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
３７
回
「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
月
間
、
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基

金
」

１６

�
連
載
第
８５
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則

見
直
し
・
改
訂
「
傷
病
休
職
制
度
と
復

職
」、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

弁
護

士

安
西
�
氏

１７
〜
１９

�
日
本
経
団
連
か
ら
の
提
言
・
提
案
な
ど

２０
〜
２１

�
埼
玉
労
働
局

正
社
員
雇
用
の
拡
大
要

請
、
雇
用
保
険
法
改
正

２２

�
事
業
だ
よ
り
、
パ
ー
ト
労
働
法
改
正
、

連
載
１５９
回
企
業
存
続
の
岐
路
は
こ
こ
に２３

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協

２４

埼埼
玉玉
スス
タタ
ジジ
アア
ムム
でで
見見
学学
会会

青
年
経
営

者

部

会

講
演
、
懇
親
会
の
三
部
構
成

講
演
す
る
清
雲
栄
純
氏

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２

開
会
挨
拶
す
る
中
込
秀
明
部
会
長

― ２ ―
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本会が６月３０日現在でまとめた県内事業所の今次春季労使交渉の状況は、集計可能な４０社の単純平均（表１）
で、回答額５，２３２円、率では１．８６％となっている。これは昨年の最終妥結実績（５，０１９円、１．８０％）と比べて、金
額では２１３円、率では０．０６％のプラスとなった。
規模の内訳としては、回答企業中半数を占める規模１，０００人以上の大手企業の平均は、金額で６，１０５円、率では

２．０７％となっており、昨年の最終妥結実績（５，９１８円、１．９９％）と比べて金額で１８７円、率では０．０８％のプラスと
なった。
また、従業員１，０００人未満の２０社だけを単純集計すると、額で４，３５９円、率で１．６２％となっており、昨年の実績

（４，４６１円、１．６４％）と比べて、金額で１０２円、率では０．０２％のマイナスとなっている。
本会の調査では、１，０００人以上の大企業は昨年に比べ微増、１，０００人未満の中小企業は微減となっている。
一方、各調査機関の集計結果（表２）では、日本経団連・大手１１４社の単純平均は５，５３３円、１．７８％で昨年の実

績（５，１６０円、１．６６％）と比べると、金額で３７３円、率は０．１２％のプラス、また、日本経団連・中小６８０社の単純
平均は３，９２２円、１．５８％で昨年の実績（３，７５５円、１．５２％）と比べると金額で１６７円のプラス、率では０．０６％のプ
ラスとなっている。県産業労働部の調査では、全規模合計８８社の単純平均で、金額は３，８７７円、率は１．４５％とな
り、昨年の実績（３，９６５円、１．４７％）と比べると８８円、０．０２％のマイナスとなっている。

（表１）〈県内事業所〉（単純平均） ―６月３０日現在・当協会調べ―

昨年妥結

率

１．６４

１．６１

１．６５

１．７２

１．９９

１．８０

１．８１

１．５５

（注）�調査対象は、本会会員企業の中で労働組合が組織されている約１５０社。
�６月３０日現在、回答ないし妥結の報告が届いた企業の内、集計可能な企業について集計したもの。
�昨年の妥結額は昨年の最終妥結結果。

金額

４，４６１

４，６６５

４，３７１

４，４６７

５，９１８

５，０１９

５，０６４

４，１７１

回答・妥結

率

１．６２

１．７２

１．５６

１．６９

２．０７

１．８６

１．８６

１．８８

金額

４，３５９

４，７９９

４，１４２

４，３４０

６，１０５

５，２３２

５，１３４

４，７３０

要 求

率

２．８６

２．１２

３．１１

２．３３

２．１９

２．５２

２．５４

２．１４

金額

７，５３７

５，９２５

８，２６４

６，０００

６，４４５

７，０９２

７，０１２

５，４００

勤続

１４．４

１３．５

１５．６

１０．３

１５．８

１５．１

１５．０

１０．７

年齢

３８．５

３５．８

４０．２

３６．６

３８．１

３８．３

３７．７

３３．１

所定内賃金

２６８，９０５

２７９，６１６

２６５，４８９

２５７，２６８

２９４，３９１

２８１，６４８

２７６，５５５

２５２，２７３

社数

２０

６

１２

２

２０

４０

３７

３

区 分

１，０００人未満計

９９９～３００人

２９９～１００人

１００人未満

１，０００人以上

総 平 均

製造業平均

非製造業平均

（表２）〈調査機関別賃金交渉状況〉 ―最終集計―

２００６年（平成１８年）

アップ率（％）

１．７６

１．６６

１．５４

１．５２

１．７３

１．４７

１．８０

１．６４

（注）�日本経団連大手は主要２１業種・２６９社、中小は従業員数５００人未満・１７業種・７６５社を対象としたもの。
�埼玉県は県産業労働部調査。
�２００６年の妥結額は２００６年の最終妥結結果。

妥結額

５，８１３

５，１６０

３，９０１

３，７５５

５，０５６

３，９６５

５，０１９

４，４６１

２００７年（平成１９年）

アップ率（％）

１．９０

１．７８

１．６４

１．５８

１．５２

１．４５

１．８６

１．６２

回答（了承・妥結含）額

６，２０２（＋３８９）

５，５３３（＋３７３）

４，１４９（＋２４８）

３，９２２（＋１６７）

４，３６５（－６９１）

３，８７７（－８８）

５，２３２（＋２１３）

４，３５９（－１０２）

集計方法

加 重

単 純

加 重

単 純

加 重

単 純

単 純

社 数

１１４

６８０

８８

４０

２０

集計月日

６月６日

７月１８日

６月４日

６月３０日

調 査 機 関

大 手 企 業

中 小 企 業

総 平 均

総 平 均

１０００人未満計

日本経団連

埼 玉 県

埼 玉 経 協

平平 成成１１９９年年 春春 季季 労労 使使 交交 渉渉 状状 況況
�埼玉県経営者協会

（ ）内は対２００６年

― ３ ―
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こ
の
人
は
、
今
、
忙
し
く
動
き
回
っ
て
い
る
経
営
者
の
一
人

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
放
送
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
応
し
、
同
社
は
二
〇
〇
五
年
十
二
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
、
そ
し
て
翌
六
年
四
月
か
ら
の
ワ
ン
セ
グ
開
始
等
、
ま
さ
に

�
第
二
の
開
局
騒
ぎ
�
の
真
っ
最
中
。
そ
う
い
え
ば
お
よ
そ
の

見
当
は
付
く
と
思
う
が
、
岩
崎
さ
ん
は
加
え
て
開
局
以
来
初
め

て
導
入
し
た
と
い
う
新
愛
称
・
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
広
告
塔
と

し
て
東
奔
西
走
中
な
の
だ
。

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
八
日
神
奈
川
県
生
れ
。
日
本
大
学
経

済
学
部
を
出
て
、
四
十
二
年
四
月
埼
玉
銀
行
入
行
、
六
十
二
年

六
月
大
井
支
店
長
、
以
降
、
入
間
支
店
長
、
あ
さ
ひ
銀
行
本
庄

支
店
長
等
を
歴
任
。
平
成
五
年
六
月
テ
レ
ビ
埼
玉
常
務
取
締
役

総
務
局
長
、
十
四
年
六
月
専
務
取
締
役
、
十
七
年
六
月
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
す
る
。
因
み
に
、
小
さ
い
頃
夢
見
た
職
業
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
。

違
和
感
な
く
異
業
種
に

金
融
界
か
ら
放
送
界
へ
の
転
身
に

つ
い
て
「
埼
玉
銀
行
赤
坂
支
店
の
頃
、
鞄
一
つ
で
三
年
ほ
ど
新

規
開
拓
を
や
っ
て
い
た
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
す
ぐ
そ
ば
で
、
そ
う
し
た

業
界
の
制
作
会
社
と
か
、
Ｃ
М
会
社
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

の
で
、
テ
レ
ビ
埼
玉
へ
の
転
身
は
違
和
感
が
な
か
っ
た
。
就
任

当
初
は
総
務
局
長
の
他
、
技
術
・
労
務
を
担
当
し
た
が
、
私
は

そ
れ
と
営
業
を
や
っ
た
。
業
種
が
全
く
違
う
の
で
、
す
ご
く
溶

け
込
み
易
く
、
正
直
、
一
年
間
で
か
な
り
の
数
の
企
業
と
お
取

引
を
い
た
だ
い
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
労
組
の
三
役
な
ど
と
も

一
緒
に
新
規
開
拓
に
出
掛
け
る
こ
と
も
多
く
、
結
果
的
に
は
そ

れ
が
労
使
の
相
互
理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
」。

『
テ
レ
玉
』
の
新
愛
称
・
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
開
発

「
最

初
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
と
同
時
導
入
を
考
え
た
が
、
あ

ま
り
性
急
す
ぎ
る
か
な
と
思
い
、
こ
れ
も
二
〇
〇
六
年
四
月
か

ら
の
展
開
と
し
た
。
こ
の
新
愛
称
・
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
開
発

し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
当
社
と
電
通
の
若
い
社
員
た
ち
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
で
、
当
社
は
そ
れ
ま
で
呼
び
名
に
、『
埼

玉
テ
レ
ビ
』『
テ
レ
サ
イ
』
な
ど
と
、
ば
ら
つ
き
が
目
立
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
会
社
の
理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
は
っ
き
り
表
明
す
る
べ
く
、
タ
グ
ラ
イ
ン
《
あ
な
た
に
カ

ン
ケ
イ
あ
る
テ
レ
ビ
》
を
導
入
し
た
。
新
愛
称
の
『
テ
レ
玉
』

は
、
埼
玉
の
地
名
の
中
で
、
さ
き
た
ま
の
時
代
か
ら
の
歴
史
と
、

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
等
に
由
来
す
る
『
玉
』
を
用
い
、
親
近
感
、

親
し
み
、
距
離
の
近
さ
を
表
し
、
手
書
き
風
の
字
体
で
、
ぬ
く

も
り
感
、
楽
し
さ
、
か
わ
い
ら
し
さ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
さ
を
表
現

し
た
。
一
方
、
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
『
玉
』
か
ら
玉
子
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
た
が
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
」。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果

「
愛
称
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
の

た
め
に
実
施
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
最
初
は
、

か
な
り
反
対
を
さ
れ
た
が
、
今
に
な
っ
て
み
る
と
、

非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
て
、
私
ど
も
の
ウ
ィ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
の
低
年
齢
層
や
女
子
学
生
ら
に
み
ご
と

ヒ
ッ
ト
。
例
え
ば
『
ピ
チ
ス
タ
』
―
こ
れ
は
雑
誌
『
ピ

チ
レ
モ
ン
』（
学
研
）
の
人
気
モ
デ
ル
た
ち
が
出
演

す
る
、
女
の
子
の
女
の
子
に
よ
る
女
の
子
の
た
め
の

メ
チ
ャ
カ
ワ
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
、
ウ
チ
と
学
研
、
電
通

が
連
動
し
て
女
子
中
学
生
、
小
学
生
向
け
に
作
っ
た

番
組
だ
が
、
放
送
終
了
後
の
動
画
配
信
は
二
週
間
で

四
万
一
千
件
の
配
信
を
記
録
。
ま
た
『
テ
レ
玉
』
効

果
は
Ｃ
М
の
新
規
開
拓
に
も
威
力
を
見
せ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
第
一
期
設
備
投
資
が
約
十
六

億
円
弱
。
十
一
年
度
ま
で
に
同
程
度
投
資
す
る
が
、

今
、
み
ん
な
自
信
持
っ
て
や
っ
て
い
る
」。

新
し
い
番
組
で
勝
負
へ

こ
の
人
の
経
営
理
念
は
、
創
造
・

挑
戦
・
努
力
。「
ま
ず
会
社
に
必
要
な
の
は
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
。

次
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、
挑
戦
し
て
ダ
メ
な
ら
引
っ
込
め
れ
ば
い

い
。
も
う
一
つ
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
る
努
力
で
あ
る
。
ウ
チ

は
そ
れ
が
視
聴
者
参
加
型
の
社
交
ダ
ン
ス
番
組
『
ダ
ン
ス
は
一

番
』
で
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
出
演
し
て
お
り
、
民
放
一

二
七
局
中
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
週
一
や
っ
て
い
る
の
は
ウ
チ
だ
け

で
あ
る
」。

テ
レ
ビ
埼
玉
な
ど
関
東
、
中
部
、
近
畿
の
独
立
Ｕ
Ｈ
Ｆ
テ
レ

ビ
局
六
局
は
、
今
期
「
東
名
阪
ネ
ッ
ト
６
」
を
設
立
、
俳
優
の

筧
利
夫
を
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
に
ク
イ
ズ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

『
カ
ル
チ
ャ
ー
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｑ
』
の
共
同
制
作
を
始
め
た
。
制
作

費
は
均
等
に
拠
出
、
番
組
を
共
同
で
企
業
に
販
売
し
、
収
入
も

均
等
に
配
分
す
る
。
六
社
の
電
波
は
五
千
八
百
万
人
、
全
国
の

視
聴
世
帯
の
約
四
七
％
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
東
京
系

に
続
く
第
六
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
。「
今
後
、
さ
ら
に

県
民
の
�
あ
な
た
に
カ
ン
ケ
イ
あ
る
�
新
番
組
を
続
々
提
供
し
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
取
材
、
出
演
の
機
会
を
増
や
す
よ
う
努

力
し
た
い
。
な
お
、
我
々
県
域
テ
レ
ビ
電
波
エ
リ
ア
の
デ
ジ
タ

ル
化
率
は
現
在
九
九
・
五
％
で
、
全
国
一
二
七
民
放
局
の
な
か

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
ソ
フ
ト
も
ハ
ー
ド
も
デ
ジ
タ
ル

真
っ
盛
り
と
い
う
と
こ
ろ
だ
」。

将
来
の
展
望

「
こ
れ
か
ら
は
通
信
と
放
送
の
垣
根
が
な
く

な
り
、
番
組
の
内
容
が
勝
負
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
の
連
動
型
テ
レ
ビ
の
登
場
な
ど
も
予
想
さ
れ
、
環

境
は
一
段
と
複
雑
化
し
て
く
る
と
思
う
。
た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
化

で
キ
ー
局
も
我
々
超
零
細
局
も
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

た
わ
け
で
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ば
、
結
構
面
白
く
な
る

か
も
知
れ
な
い
」。

自
然
と
共
に

吉
見
町
在
住
で
家
族
は
長
男
、
長
女
が
独
立
、

今
は
妻
公
子
さ
ん
と
母
ア
キ
さ
ん
と
の
三
人
暮
ら
し
。

趣
味
は
土
い
じ
り
。
農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
、
緑
に
関
心
が

深
い
。
農
作
業
の
魅
力
は
、
種
を
ま
き
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て

れ
ば
育
て
る
程
、
出
来
の
良
い
作
物
に
な
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は

子
供
を
育
て
る
こ
と
や
、
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
発
や
番
組
制

作
に
も
共
通
か
な
、
と
思
っ
て
い
る
。

（
葛
）

株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉

社

長

岩

崎

勝

義
氏

― ４ ―
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「
あ
な
た
に
カ
ン
ケ
イ
あ
る
テ
レ
ビ

テ
レ
玉
」

テ
レ
玉
（
正
式
社
名
�
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼

玉
）
は
、
１
９
７
８
年
に
設
立
さ
れ
、
翌
１
９

７
９
年
に
開
局
し
た
県
内
唯
一
の
県
域
テ
レ
ビ

局
で
す
。
本
社
は
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
、

皆
様
の
ご
家
庭
の
ア
ン
テ
ナ
に
電
波
を
発
射
す

る
送
信
所
の
親
局
は
さ
い
た
ま
市
桜
区
の
荒
川

河
川
敷
に
あ
り
ま
す
。
中
継
局
は
、
秩
父
・
児

玉
な
ど
の
各
地
域
に
１４
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
て
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
県
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
玉
に
は
専
門
分
野
に
特
化

し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
が
あ
り
ま
す
。
番
組
や
Ｃ

Ｍ
制
作
・
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
広
告
代

理
業
等
を
展
開
す
る
「
テ
レ
ビ
埼
玉
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
」
と
、
音
楽
番
組
の
制
作
・
新
人
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
発
掘
や
育
成
な
ど
、
音
楽
に
関
す
る

様
々
な
事
業
の
総
合
的
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
展
開

し
て
い
る
「
テ
レ
ビ
埼
玉
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
で

す
。テ

レ
玉
の
放
送
エ
リ
ア
は
埼
玉
７
０
０
万
県

民
の
皆
様
を
中
心
に
、
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・

群
馬
・
栃
木
・
茨
城
の
一
部
で
視
聴
可
能
で
、

エ
リ
ア
内
人
口
は
２
、９
０
０
万
人
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
加
え
、
２
０

０
５
年
１２
月
に
は
、
親
局
送
信
所
と
本
社
マ
ス

タ
ー
設
備
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
ス
タ
ー
ト
。
翌
２
０
０
６
年
１２
月
に
は
、

秩
父
・
児
玉
の
大
規
模
中
継
局
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
放
送
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
現
在
の
地
デ
ジ

カ
バ
ー
率
は
９９
・
５
％
と
、
全
国
の
テ
レ
ビ
局

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
り
、
視
聴
者
の
皆

様
に
は
１６
対
９
の
迫
力
あ
る
画
面
サ
イ
ズ
で
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
高
画
質
・
高
音
質
の
放

送
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
画
面
を

分
割
し
て
画
像
や
文
字
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
デ
ー
タ
放
送
で
は
、
県
内
ニ
ュ
ー
ス
や
気

象
情
報
を
は
じ
め
、「
選
挙
の
開
票
速
報
」
や

「
夏
の
高
校
野
球
中
継
」
等
の
特
別
番
組
で
、

番
組
と
連
動
し
た
補
完
情
報
の
実
施
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
携
帯
電
話

や
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
の
移
動
体
向
け
に

放
送
し
て
い
る
「
ワ
ン
セ
グ
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
外
出
先
や
移
動
中
で
も
、
気
軽

に
テ
レ
玉
の
放
送
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
愛
称
は
テ
レ
玉
」

私
た
ち
テ
レ
玉
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

ス
タ
ー
ト
を
第
二
の
開
局
と
位
置
づ
け
、
身
近

で
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
テ
レ
ビ
局
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
、
２
０
０
６
年
４
月
よ
り

新
愛
称
を
導
入
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
考
え
る
テ
レ
玉
の
将
来
像
は
、『
地

元
の
テ
レ
ビ
局
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
親
し
ま
れ
、
地
域
の
皆
様
と
つ
な

が
り
あ
え
る
テ
レ
ビ
局
』
そ
の
よ
う
な
姿
で
す
。

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
べ
く
、局
の
愛
称
を「
テ

レ
玉
」、
タ
グ
ラ
イ
ン
（
テ
レ
玉
の
在
り
方
を

具
体
的
に
表
明
し
た
言
葉
）
は
「
あ
な
た
に
カ

ン
ケ
イ
あ
る
テ
レ
ビ
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
テ
レ
玉
」
の
「
玉
」
か
ら
タ
マ
ゴ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
番
組
や
Ｃ
Ｍ

を
は
じ
め
テ
レ
玉
に
関
連
す
る
様
々
な
シ
ー
ン

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
玉
と
視
聴
者
を
結

ぶ
架
け
橋
役
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
あ
な
た
に
カ
ン
ケ
イ
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
」

こ
こ
で
、
テ
レ
玉
の
主
な
番
組
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

テ
レ
玉
の
番
組
は
大
き
く
３
つ
の
柱
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
ニ
ュ
ー
ス
・
地
域
情
報
番
組
、

２
つ
め
は
ス
ポ
ー
ツ
番
組
、
３
つ
め
は
趣
味
の

番
組
で
す
。

ま
ず
１
つ
め
の
ニ
ュ
ー
ス
・
地
域
情
報
番
組

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
平
日
午
前
１１
時
３０

分
か
ら
放
送
の
「
ひ
る
た
ま
」、
午
後
４
時
３０

分
か
ら
放
送
の
「
ご
ご
た
ま
」
は
地
域
情
報
番

組
と
し
て
、
地
域
の
話
題
の
ほ
か
、
生
活
に
役

立
つ
情
報
を
毎
日
生
放
送
で
お
送
り
し
て
い
ま

す
。「
ひ
る
た
ま
」
は
午
後
１２
時
か
ら
１２
時
３０

分
ま
で
、
チ
バ
テ
レ
ビ
・
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
２

局
に
も
ネ
ッ
ト
し
て
お
り
、
埼
玉
県
の
魅
力
を

テ
レ
玉
か
ら
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
日
夜
９
時
３０
分
か
ら
放
送
の
「
ニ

ュ
ー
ス
９
３
０
」
で
は
埼
玉
県
内
外
で
起
き
た

事
件
や
、
各
市
町
村
の
様
々
な
情
報
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
土
曜
夜
１０
時
か
ら

は
埼
玉
県
内
の
経
済
情
報
を
お
伝
え
す
る
「
埼

玉
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
選
挙
の
時
に
は
立
候
補
予
定
者
の
討

論
会
を
放
送
す
る
な
ど
、
開
票
速
報
番
組
と
あ

わ
せ
た
地
元
の
選
挙
報
道
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

２
つ
め
は
ス
ポ
ー
ツ
番
組
で
す
。
テ
レ
玉
で

は
年
間
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
は
浦
和
レ
ッ
ズ
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ

ー
ジ
ャ
の
試
合
を
年
間
２３
試
合
放
送
（
予
定
含

む
）。
視
聴
者
か
ら
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
プ
ロ
野
球
は
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
戦

を
中
心
に
、
年
間
３９
試
合
（
予
定
含
む
）
を
生

中
継
し
て
い
ま
す
。

ま
た
各
チ
ー
ム
の
応
援
番
組
も
放
送
し
て
い

ま
す
。
金
曜
夜
１０
時
か
ら
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

Ｔ

Ｖ

Ｇ
Ｇ
Ｒ
」、
同
じ
く
金
曜
夜
１１
時
か
ら
は

「
Ｏ
ｌ
ｅ
！
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
」、
そ
し
て
毎

週
月
曜
夜
９
時
４５
分
か
ら
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
夏
の
高
校
野
球
埼
玉
県
大
会
を
は

じ
め
、
秋
に
は
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
な
ど
各
高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
埼
玉
県
大
会
や
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
も
多
数
放
送
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
３
つ
め
は
趣
味
の
番
組
で
す
。
毎
週

木
曜
夜
８
時
か
ら
放
送
の
視
聴
者
参
加
型
カ
ラ

オ
ケ
番
組
「
カ
ラ
オ
ケ
１
ば
ん
」
は
、
今
年
で

放
送
開
始
２３
年
目
を
迎
え
、
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン

か
ら
根
強
い
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
日
曜
夜
９
時
放
送
の
「
ダ
ン
ス
は
一
番
」
も
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
視
聴
者
参
加
型
の
社
交
ダ
ン

ス
番
組
と
し
て
、
幅
広
い
年
齢
の
視
聴
者
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
旅
番
組
・
ゴ
ル
フ
・
釣
り
を
は
じ

め
、
若
者
向
け
の
音
楽
番
組
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
の
あ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
も
多
数
制
作
・

放
送
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
テ
レ
玉
で
は
新
春
特
別
番
組
と
し
て

毎
年
元
日
に
「
埼
玉
政
財
界
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌

謡
祭
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
番
組
は
埼

玉
県
を
代
表
す
る
政
界
・
財
界
の
ト
ッ
プ
が
集

い
、
自
慢
の
の
ど
を
披
露
す
る
番
組
で
、
２
０

０
７
年
１
月
放
送
の
第
１６
回
に
は
女
優
の
森
光

子
さ
ん
と
歌
手
の
八
代
亜
紀
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
安
心
・
安
全
な
埼
玉
県
づ
く
り
を

啓
発
す
る
企
画
「
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
、
２１
世
紀
の
子
供

た
ち
に
伝
え
残
す
豊
か
な
環
境
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
、
視
聴
者
の

皆
様
の
生
活
に
密
着
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
テ
レ
玉
は
、
視
聴
者
の
皆
様
に
よ
り

身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込

め
て
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
番
組
制
作
・
放
送

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

会員企業紹介

テテ
レレ
ビビ
埼埼
玉玉
かか
らら「「
テテ
レレ
玉玉
」」へへ

テレビ埼玉

新
愛
称
・
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
導
入

「
ご
ご
た
ま
」
風
景

― ５ ―
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埼玉県最低賃金は、１０月２０日以降７０２円となります。
最低賃金額は、賃金や物価等の動向により毎年改正されてきましたが、平成１９年度は平成１８年度と比較しますと、現下
の最低賃金を取り巻く状況や成長力底上げ戦略推進円卓会議における賃金の底上げに関する議論等諸般の事情を総合的
に勘案して審議され、１５円引き上げとなります。

時間額 ７０２円 引上額 １５円 引上率 ２．１８％

《注意していただくこと》
１．適用する地域

埼玉県の区域
２．適用する使用者

前号の地域内で事業を営む使用者
３．適用する労働者

前号の使用者に使用される労働者
４．この最低賃金において賃金に算入しないもの

精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
５．非鉄金属製造業、電気機械器具・情報通信機器機具・電子部品・デバイス製造業、輸送用機械器具製造業、光学機械

器具・レンズ・時計・同部品製造業、各種商品小売業、及び自動車小売業については、別途産業別最低賃金が適用さ
れます。（年内に改正される予定です。）

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話０４８‐６００‐６２０５）または最寄の労働基準監督署へお問合わせください。

埼埼埼玉玉玉県県県ののの最最最低低低賃賃賃金金金ののの改改改正正正
１０月２０日以降、時間額７０２円

１９

７０２円

１５円
２．１８％

１８

６８７円

５円
０．７３％

１７

６８２円

３円
０．４４％

１６

６７９円

１円
０．１５％

１５

６７８円

０円
０％

年 度

最低賃金
時間額

引 上 額
引 上 率

引上額

時間額

１０

１５

１１

８

１１

７

７

１１

８

８

８

７

８

８

８

最低賃金額

時間額

６５８

６６９

６５７

６２５

６４０

６２３

６２２

６６３

６１９

６１９

６２０

６２０

６１９

６１９

６１８

都道府県名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

引上額

時間額

１０

１０

１０

１４

１０

１５

２０

１４

１５

１４

１９

１４

１１

１０

７

７

最低賃金額

時間額

６６２

６５９

６６５

６６９

６８５

６９７

７１４

６８９

６７７

７００

７３１

６９７

６６７

６６２

６２１

６２１

都道府県名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

引上額

時間額

１０

９

９

１１

８

７

１１

１０

１４

１０

１５

１９

２０

１９

９

１４

最低賃金額

時間額

６５４

６１９

６１９

６３９

６１８

６２０

６２９

６６５

６７１

６６４

７０２

７０６

７３９

７３６

６５７

６６６

都道府県名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

平成１９年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

過去５年間の最低賃金額の状況

― ６ ―
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平
成
一
九
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
改
正
審
議
が
終
了

し
た
。

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
八
月
十
日

に
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
提
示
さ
れ

た
平
成
一
九
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
改
定

の
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
を
参
考

と
し
つ
つ
、
関
係
労
使
の
意
見
、
産
業
の

動
向
や
賃
金
実
態
調
査
に
加
え
、
成
長
力

底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議（
注
）に
お
け

る
議
論
等
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
改
正
審
議
が
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。

平平
成成
一一
九九
年年
度度

地地
域域
別別
最最
低低
賃賃
金金
額額

改改
定定
のの
目目
安安
にに
つつ
いい
てて

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
「
今
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額

改
定
の
目
安
に
つ
い
て
」
諮
問
を
受
け
、

目
安
に
関
す
る
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

使
用
者
側
委
員
は
、
日
本
経
済
は
回
復
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
間
、
産
業
間
、

企
業
規
模
間
に
お
い
て
景
況
感
・
業
況
感

に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
と
共
に
、
雇
用

環
境
を
含
む
経
済
状
況
も
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
、
資
本
金
一
億
円
以
上
と
そ

れ
以
外
の
企
業
の
間
で
利
益
率
の
差
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
、
原
材
料
価
格
が
高
騰

し
、
仕
入
れ
価
格
が
上
昇
す
る
一
方
で
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
が
進
ま
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
中
小
・
零
細
企
業
の
経
営
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
倒
産
件
数
の
増
加

も
指
摘
し
た
。加
え
て
、目
安
審
議
の
参
考

資
料
で
あ
る
賃
金
改
定
状
況
調
査
等
に
お

い
て
、賃
金
改
定
の
凍
結
、引
き
下
げ
の
実

施
事
業
所
の
合
計
が
半
数
を
超
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
企
業
の
支
払
い

能
力
の
実
態
に
配
慮
が
必
要
と
強
調
し
た
。

八
月
十
日
の
答
申
の
内
容
は
、
労
使
の

意
見
の
一
致
に
至
ら
ず
、「
現
下
の
最
低

賃
金
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
成
長

力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
に
お
け
る

賃
金
の
底
上
げ
に
関
す
る
議
論
に
も
配
慮

し
た
」
調
査
審
議
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

特
段
の
配
意
を
し
、
Ａ
ラ
ン
ク
一
九
円
、

Ｂ
ラ
ン
ク
一
四
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
九
〜
一
〇

円
、
Ｄ
ラ
ン
ク
六
〜
七
円
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
引
き
上
げ
額
の
全
国
加
重

平
均
は
一
四
円
。

平平
成成
一一
九九
年年
度度

埼埼
玉玉
県県
（（
地地
域域
別別
））

最最
低低
賃賃
金金
はは
時時
間間
額額
七七
〇〇
二二
円円

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
提
示
さ
れ

た
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
を
参
考

に
し
つ
つ
も
、
使
用
者
側
は
「
今
年
の
目

安
の
特
殊
性
と
金
額
審
議
根
拠
の
明
確
化

を
前
提
に
、
賃
金
改
定
状
況
を
重
視
し
つ

つ
総
合
的
な
審
議
を
繰
り
広
げ
た
が
、
労

使
双
方
の
見
解
は
一
致
せ
ず
、
最
終
的
に

は
、
公
益
見
解
と
し
て
近
隣
都
県
と
の
格

差
や
労
働
市
場
の
実
勢
等
総
合
的
に
判
断

し
た
金
額
が
提
示
さ
れ
、
使
用
者
側
全
員

が
反
対
す
る
中
、
採
決
の
結
果
時
間
額
を

一
五
円
引
き
上
げ
、
七
〇
二
円
と
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。

な
お
、
全
国
各
地
の
決
定
状
況
は
、
目

安
通
り
二
五
県
、
目
安
に
対
し
、「
増
額
」

が
二
二
県
、
全
会
一
致
は
わ
ず
か
に
五
県
、

使
用
者
側
欠
席
採
決
一
県
を
含
め
使
用
者

側
反
対
（
一
部
反
対
を
含
む
）
は
四
一
県

と
従
来
に
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

改
正
後
の
最
低
賃
金
額
の
効
力
は
、
埼

玉
県
に
お
い
て
は
一
〇
月
二
〇
日
と
な
る

予
定
。
な
お
、
埼
玉
県
産
業
別
最
低
賃
金

の
改
定
に
つ
い
て
は
、「
非
鉄
金
属
製
造

業
、
電
機
機
械
器
具
製
造
業
・
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業
・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
、

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
・
時
計
・
同
部

分
品
製
造
業
、
各
種
商
品
小
売
業
、
自
動

車
小
売
業
」
以
上
六
業
種
に
つ
い
て
審
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

全
都
道
府
県
が

改
正
審
議
終
了

諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

（
注
）成
長
力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
�
内
閣

官
房
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
閣
僚
、
有

識
者
、
労
使
で
構
成
。
七
月
九
日
の
合
意
の

中
に
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
対
し
、「
平

成
一
九
年
度
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
議
論
を
尊
重
し
つ
つ
本
円
卓
会
議
に

お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
従
来
の
考
え
方
の

単
な
る
延
長
線
上
で
は
な
く
、
雇
用
に
及
ぼ

す
影
響
や
中
小
・
零
細
企
業
の
状
況
に
も
留

意
し
な
が
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派

遣
労
働
者
を
含
め
た
働
く
人
の
�
賃
金
の
底

上
げ
�
を
図
る
趣
旨
に
沿
っ
た
引
き
上
げ
が

図
ら
れ
る
よ
う
十
分
審
議
さ
れ
る
よ
う
に
要

望
す
る
」
と
い
う
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

― ７ ―



〈
野
村
東
太
も
の
つ
く
り

大
学
学
長
の
訃
報
〉

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

の
野
村
東
太
氏
が
、
胆
管

癌
の
た
め
去
る
八
月
二
十

一
日
ご
逝
去
さ
れ
た
。
弊

会
に
対
す
る
ご
生
前
の
ご

厚
誼
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
た
い
。

〈
野
村
学
長
と
の
出
会
い
〉

私
が
野
村
学
長
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ

た
の
は
今
か
ら
七
年
前
の
平
成
十
二
年
八
月
。

政
界
を
揺
る
が
す
Ｋ
Ｓ
Ｄ
事
件
が
表
面
化
す

る
半
年
前
だ
っ
た
。
当
時
の
日
本
は
バ
ブ
ル

の
崩
壊
に
加
え
て
、
東
西
冷
戦
構
造
の
終
焉

に
端
を
発
し
た
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
で
未
曾
有
の
困
難
に
直
面
、
特
に
製
造
業

は
労
働
コ
ス
ト
の
低
い
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国

の
市
場
参
入
に
よ
っ
て
も
の
づ
く
り
基
盤
の

劣
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
証
拠
に

危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
日
本
の
も
の
づ
く
り

を
再
生
す
る
た
め
「
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術

振
興
法
（
も
の
づ
く
り
基
本
法
）」が
国
会
に

お
い
て
平
成
十
一
年
三
月
に
超
党
派
に
よ
る

全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
こ
と
か
ら
も

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
ゝ
埼
玉
の
製
造
業
も
例
外
で
は
な
く
危

機
的
状
況
に
あ
っ
た
。
製
造
業
の
会
員
が
多

い
弊
会
に
し
て
み
れ
ば
、
国
の
期
待
を
一
身

に
集
め
誕
生
す
る
も
の
つ
く
り
大
学
に
接
触

す
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
幸
に

し
て
以
前
か
ら
知
己
を
得
て
い
た
経
団
連
の

上
田
惇
生
氏
が
当
時
大
学
設
立
準
備
財
団
に

移
ら
れ
て
お
り
野
村
学
長
（
当
時
は
学
長
予

定
者
）
と
の
面
談
を
仲
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

面
談
は
平
成
十
二
年
の
八
月
二
日
に
実
現

し
た
。
今
年
の
夏
同
様
大
変
暑
い
日
だ
っ
た

が
、
両
国
の
準
備
室
の
応
接
室
に
現
わ
れ
た

野
村
学
長
は
、
爽
や
か
で
満
面
に
笑
み
を
浮

か
べ
た
快
活
な
紳
士
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
第

一
印
象
は
、
そ
の
後
七
年
間
と
い
う
も
の
終

生
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
野
村
学
長
は
私
の
連

携
の
申
し
出
を
直
ち
に
快
諾
し
て
下
さ
り
、

そ
の
後
各
種
の
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

〈
梅
原
総
長
と
の
劇
的
な
出
会
い
を
演
出
〉

弊
会
は
、
例
年
一
月
早
々
賀
詞
交
換
を
兼

ね
新
春
の
集
い
を
開
催
し
、
斯
界
の
権
威
に

よ
る
講
演
を
実
施
し
て
い
る
が
平
成
十
三
年

一
月
開
催
の
新
年
会
の
講
師
を
野
村
学
長
に

依
頼
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
前
年
秋
口
か
ら

野
村
学
長
に
接
触
し
て
い
た
が
、
学
長
は
新

年
会
に
は
県
知
事
を
は
じ
め
県
内
の
主
要
経

済
人
が
多
数
出
席
す
る
こ
と
か
ら
梅
原
猛
総

長
に
依
頼
す
る
の
が
ベ
タ
ー
と
し
て
学
長
自

ら
交
渉
し
て
下
さ
り
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ

を
平
成
十
三
年
の
一
月
十
日
に
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
十
二
年
の
十
二
月

に
な
る
と
Ｋ
Ｓ
Ｄ
事
件
が
連
日
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
一
月
十
日
の
打
ち
合
わ
せ
は
一
体

ど
う
な
る
か
と
懸
念
し
当
日
を
迎
え
た
。
案

の
定
懸
念
は
適
中
、
総
長
は
講
演
を
固
辞
さ

れ
た
が
野
村
学
長
は
新
年
会
に
は
県
内
の
主

要
経
済
人
に
加
え
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
支
局
長

ク
ラ
ス
が
多
数
参
加
す
る
こ
と
か
ら
真
意
を

世
の
中
に
伝
え
る
に
は
好
機
な
の
で
は
と
助

言
し
て
下
さ
り
総
長
も
了
解
さ
れ
、
講
演
が

実
現
。
当
日
の
参
加
者
は
も
と
よ
り
マ
ス
コ

ミ
各
社
も
こ
の
折
の
話
を
報
道
、
事
件
と
大

学
は
別
次
元
と
の
情
報
が
伝
わ
り
県
内
に
お

け
る
同
大
設
置
の
期
待
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の

に
な
っ
た
。

そ
の
後
の
事
件
の
推
移
か
ら
推
し
量
れ
ば

総
長
の
ご
講
演
に
よ
り
県
内
の
も
の
つ
く
り

大
学
に
対
す
る
不
安
が
払
拭
さ
れ
、
む
し
ろ

期
待
感
が
増
進
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
野
村

学
長
の
判
断
が
い
か
に
適
切
で
あ
っ
た
か
が

分
か
ろ
う
と
い
う
も
の
。

〈
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
へ
の
熱
き
思
い
〉

日
本
は
戦
後
の
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
を
経
て

飽
食
と
物
の
あ
ふ
れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る

が
、
こ
ゝ
に
き
て
経
済
優
先
の
価
値
観
に
変

化
が
生
じ
、
社
会
の
制
度
も
、
ま
た
個
人
の

生
き
方
に
し
て
も
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
野
村
学
長
は
常
々
私

に
こ
の
よ
う
な
カ
オ
ス
の
状
況
の
中
で
若
者

は
既
存
の
価
値
観
と
の
狭
間
に
あ
っ
て
苦
悩

し
て
い
る
と
若
者
が
置
か
れ
た
状
況
を
語
ら

れ
る
と
と
も
に
、
だ
か
ら
こ
そ
も
の
つ
く
り

大
学
で
は
、
学
生
を
既
成
の
枠
に
は
め
て
育

成
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
学
生
自
身
が
現

物
に
触
れ
て
何
か
を
感
じ
、
そ
こ
か
ら
「
何

か
を
し
た
い
、
何
か
を
し
な
け
れ
ば
」
と
感

じ
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
自
己
実
現
を

図
る
取
組
み
を
し
て
い
る
と
満
面
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
語
っ
て
い
た
。

野
村
学
長
の
こ
う
し
た
思
い
に
触
発
さ
れ

た
私
は
そ
の
後
、
弊
会
は
も
と
よ
り
随
処
で

学
長
直
伝
の
人
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
の
重

要
性
を
説
い
て
き
た
。
弊
会
が
同
大
や
埼
玉

大
学
と
の
連
携
に
注
力
す
る
の
も
、
ま
た
県

の
教
育
局
や
産
業
労
働
部
と
連
携
し
て
人
材

育
成
に
取
り
組
む
の
も
「
人
材
育
成
な
か
り

せ
ば
、
活
力
に
溢
れ
魅
力
あ
る
社
会
の
実
現

は
望
む
べ
く
も
な
い
」
と
し
た
学
長
の
薫
陶

を
体
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
幸
い

に
し
て
県
当
局
も
同
様
の
認
識
か
ら
近
年
も

の
づ
く
り
再
生
の
鍵
と
な
る
人
材
育
成
に
県

を
挙
げ
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
う
し
た
県
内
事
情
を
表
現
す
る
好
事
例

が
あ
る
。昨
年
次
代
を
担
う
若
者
の
祭
典「
全

国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
た
が
県

教
育
局
が
主
管
す
る
こ
の
一
大
事
業
に
も
の

つ
く
り
大
学
が
全
面
的
に
協
力
、
こ
れ
に
呼

応
し
て
弊
会
も
会
を
挙
げ
参
加
す
る
な
ど

こ
ゝ
で
も
学
長
の
熱
き
思
い
が
活
か
さ
れ
た
。

〈
人
づ
く
り

も
の
づ
く
り

地
域
づ
く
り

そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
〉

今
と
な
れ
ば
、
本
年
一
月
三
十
日
に
も
の

つ
く
り
大
学
と
弊
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た

３
回
目
と
な
る
も
の
つ
く
り
大
学
の
特
別
公

開
講
座
「
人
づ
く
り

も
の
づ
く
り

地
域

づ
く
り

そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
」
は
、
悲
し
い

こ
と
だ
が
私
に
と
り
野
村
学
長
と
の
生
涯
忘

れ
ら
れ
な
い
想
い
出
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で

特
別
公
開
講
座
の
第
１
回
目
は
ス
キ
ー
を
こ

よ
な
く
愛
し
た
野
村
学
長
の
ご
縁
で
世
界
的

な
名
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦
雄
一
郎
氏
、
第
２

回
目
は
も
の
つ
く
り
大
学
総
長
の
梅
原
猛
氏

を
迎
え
開
催
し
た
。
３
回
目
は
と
考
え
た
時

野
村
学
長
同
様
、
人
づ
く
り

も
の
づ
く
り

地
域
づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
上

田
清
司
県
知
事
が
頭
に
浮
か
び
、
次
に
地
域

づ
く
り
は
と
も
か
く
人
づ
く
り
、
も
の
づ
く

り
を
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
通
し
て
ズ
ブ
の

素
人
、
し
か
も
五
十
五
歳
以
上
の
人
を
登
用
、

養
成
し
、
そ
の
上
有
料
の
観
客
の
前
で
公
演

す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
劇
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
る
世
界
的
な
名
演
出
家
の
蜷
川
幸
雄

氏
が
頭
を
過
ぎ
り
、
野
村
学
長
、
上
田
知
事
、

蜷
川
氏
に
よ
る
鼎
談
を
第
３
回
目
の
公
開
講

座
と
し
て
考
え
た
。
ご
三
方
の
同
意
を
得
、

最
終
的
に
は
蜷
川
氏
の
単
独
講
演
、
次
い
で

野
村
学
長
と
上
田
知
事
に
よ
る
対
談
が
私
の

司
会
で
実
施
さ
れ
た
�
写
真
・
向
っ
て
右
が

故
野
村
東
太
氏
�
。
さ
い
た
ま
市
内
に
あ
る

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
内
の
円
形
劇
場

に
集
ま
っ
た
約
三
百
人
の
聴
衆
は
、
人
づ
く

り
、
も
の
づ
く
り
そ
し
て
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
三
人
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
と

と
も
に
そ
の
重
要
性
を
感
じ
と
っ
た
よ
う
だ
。

特
に
「
も
の
つ
く
り
大
学
で
い
う
も
の
つ
く

り
と
は
も
の
を
単
に
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く

新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
能
力
が
最
も
重
要

で
、
し
た
が
っ
て
知
識
に
増
し
て
感
性
が
求

め
ら
れ
る
と
教
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
前
提

に
は
良
い
も
の
、
悪
い
も
の
と
の
人
間
と
し

て
の
道
徳
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教
え

て
い
る
。」
と
の
野
村
学
長
の
言
葉
に
会
場

内
の
人
と
と
も
に
人
づ
く
り
に
人
一
倍
注
力

し
て
い
る
上
田
知
事
が
大
き
く
頷
い
て
い
た

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

常
に
新
し
い
も
の
を
求
め
続
け
た
挑
戦
心

の
旺
盛
な
学
長
に
し
て
み
れ
ば
志
半
ば
に
し

て
の
ご
逝
去
だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
知
事

を
し
て
、
ま
た
話
を
聞
い
た
県
民
を
通
し
て

学
長
の
遺
志
が
受
け
継
が
れ
る
な
ら
ば
野
村

学
長
の
熱
き
思
い
は
永
遠
の
力
と
な
る
と
私

は
確
信
し
て
や
ま
な
い
。

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

も
の
づ
く
り
へ
の

熱
い
遺
訓

専
務
理
事

野
上

武
利

― ８ ―



青
年
経
営
者
部
会
の
第
三
十
五
回
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
七
月
十
一
日
�
霞

ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
東
コ
ー
ス
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

青
年
部
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
年
間
二

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｃ
方
式
に
よ

る
十
八
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で

競
わ
れ
る
。

今
回
の
ゴ
ル
フ
会
も
「
良
い
ア
イ
デ

ア
は
歩
き
な
が
ら
沢
山
ひ
ら
め
く
」
と

の
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
梅
雨
時
季
で
も
あ
り
、

時
々
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
初
参
加
の

石
井
成
人
氏
（
昭
和
工
業
・
社
長
）、

�
嶋
英
司
氏
（
シ
ー
エ
ス
サ
ー
ビ
ス
・

社
長
）
も
交
え
、
さ
わ
や
か
な
ゴ
ル
フ

会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
平
沼
大
二
郎
氏

（
サ
イ
ホ
ー
・
社
長
）
が
優
勝
を
手
中

に
収
め
た
。
準
優
勝
と
ベ
ス
グ
ロ
は
増

田
政
之
氏
（
マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
・
社
長
）、
第
三
位
は
古
川
元
一

氏
（
川
口
土
木
建
設
工
業
・
社
長
）
で

あ
っ
た
。

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
は
、
中
込
部
会

長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
参
加

メ
ン
バ
ー
全
員
が
近
況
を
語
っ
た
。
そ

の
後
、
和
気
藹
々
と
し
た
懇
親
会
が
進

み
、
会
員
相
互
の
啓
発
・
交
流
は
、
一

層
深
め
ら
れ
た
。

平
沼
大
二
郎
氏（
サ
イ
ホ
ー

社

長

）が
優
勝

青
年
経
営

者

部

会

第
３５
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

埼玉経協青年部第３５回親睦ゴルフ大会上位入賞者
（敬称略）２００７．７．１１ 霞ヶ関カンツリー倶楽部東コース

新HC

１０

４

１０

～以下省略～
▽：前大会まで連続２回欠席者、３位まで入賞の場合、１ランク繰り下げ

各 賞

優勝

準優勝・ベスグロ

３位

ネット

７６

８０

８２

HC

１３

５

１０

グロス

８９

８５

９２

会 社 名

サ イ ホ ー

マスキンデベロップメント

川口土木建設工業

氏 名

平 沼 大二郎

増 田 政 之

古 川 元 一

順位

１

２

３

ス
タ
ー
ト
前
の
記
念
撮
影

優
勝
し
た
平
沼
社
長
と
中
込
部
会
長

― ９ ―
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本
会
は
、
第
三
十
五
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大

会
（
財
団
法
人
埼
玉
県
剣
道
連
盟
・
株
式
会
社
埼

玉
新
聞
社
・
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉
後
援
、
埼
玉

県
剣
道
連
盟
北
本
支
部
主
管
）
を
七
月
一
日
�
、

北
本
市
の
解
脱
錬
心
舘
で
開
催
し
、
個
人
戦
三
部

門
お
よ
び
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
当
会
会
員
企
業
の
体
育
文
化
活
動

を
支
援
す
る
行
事
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
に
「
埼

玉
県
経
営
者
協
会
剣
道
大
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
、
現
在
で
は
、

「
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
」
と
し
て
定
着
し
、

関
係
者
も
含
め
、
毎
年
二
百
名
以
上
が
参
加
す
る

大
会
と
な
っ
た
。

大
会
当
日
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
と
い
う
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
会
は

大
会
委
員
長
の

本
会
野
上
専
務

理
事
が
開
会
宣

言
、
国
歌
斉
唱
、
優
勝
旗
・
優
勝
杯
返
還
後
、
大

会
会
長
で
も
あ
る
本
会
利
根
忠
博
会
長
、
埼
玉
県

剣
道
連
盟
水
野
仁
会
長
が
挨
拶
、
利
根
会
長
は
、

「
礼
節
を
重
ん
じ
る
日
本
人
の
心
を
、
ま
さ
に
象

徴
す
る
国
技
と
い
え
る
剣
道
は
、
肉
体
面
は
勿
論
、

精
神
面
も
鍛
錬
さ
れ
、
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
企

業
人
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
上
で

も
大
変
に
役
立
つ
。
日
頃
の
心
身
の
錬
磨
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」
参
加
選
手
を
激
励
し
、
そ
の
後
、

日
本
剣
道
形
の
演
武
に
引
き
続
き
試
合
が
開
始
さ

れ
た
。

個
人
戦
女
子
の
部
は
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
参

加
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
森

下
美
波
（
栄
光
武
道
具
）
が
二
年
ぶ
り
二
度
目
の

栄
冠
を
手
に
し
た
。
三
段
以
下
の
部
で
は
、
日
本

通
運
が
準
決
勝
に
三
名
残
り
、
決
勝
で
は
高
須
秀

隆
（
日
本
通
運
）
が
同
期
の
伊
藤
修
（
日
本
通
運
）

を
下
し
、
初
優
勝
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
で
は

最
多
の
五
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
四
段
以
上
の

部
で
は
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
が
上
位
を
独
占
し
、
昨

年
準
優
勝
だ
っ
た
橋
本
桂
一
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

が
個
人
戦
で
は
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
こ
の
大

会
に
参
加
し
た
選
手
達
は
、
学
生
時
代
の
同
僚
や

ラ
イ
バ
ル
な
ど
、
顔
見
知
り
の
選
手
も
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
各
企
業
に
就
職
し
て
か
ら
も
こ
の
大
会
で

剣
を
交
え
、
試
合
後
に
は
お
互
い
試
合
を
振
り
返

っ
た
り
、
学
生
時
代
の
想
い
出
話
な
ど
、
談
笑
す

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

団
体
戦
で
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム
が
決
勝

で
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
を
僅
差
で
下
し
連
覇

を
達
成
し
た
。
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
出
場
三
チ
ー
ム

が
全
て
ベ
ス
ト
四
に
残
る
と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ

を
見
せ
た
。
ま
た
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
、
今
年
六

月
の
関
東
実
業
団
大
会
で
優
勝
し
、
九
月
の
全
日

本
実
業
団
大
会
で
も
上
位
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
は
、
関
東
や
全

国
で
も
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
参
加
す
る
レ
ベ
ル

の
高
い
大
会
に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
有
段
者
で

な
く
て
も
参
加
で
き
る
大
会
と
し
て
引
き
続
き
門

戸
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
こ
の
大
会
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

表
彰
式
後
、
範
士
八
段
の
野
澤
治
雄
審
判
長
は
、

「
今
年
も
レ
ベ
ル
の
高
い
真
剣
な
試
合
が
多
か
っ

た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
鍛
錬
を
期
待
す
る
」
と
講

評
し
た
。

当
日
は
、
埼
玉
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
報
道

記
者
の
方
も
取
材
に
訪
れ
、
大
会
の
模
様
は
埼
玉

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の

「
埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
中
で
も
放
映
さ

れ
た
。

こ
の
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
毎
年
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
県
剣
道
連
盟
、

同
北
本
支
部
、
同
鴻
巣
支
部
、
解
脱
錬
心
舘
、
埼

玉
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
埼
玉
、
そ
し
て
、
別
掲
の
広

告
掲
載
企
業
、
賛
助
企
業
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

演武 日本剣道形

利根忠博本会会長挨拶

水野仁埼玉県剣道連盟会長挨拶

第第
３３５５
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
くく

伊
田
テ
ク
ノ
ス
が
団
体
連
覇

個
人
は
森
下
、高
須
、橋
本
が
各
Ｖ

第３５回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

伊田テクノス�
東和産業�
武州ガス�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
東京電力�埼玉支店
丸和工業�
栄光武道具
日産ディーゼル工業�

賛 助 企 業

三国コカ・コーラボトリング�
�埼玉県剣道連盟
�埼玉新聞社
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監督含む

第３５回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

《個人戦》
〈女子の部〉 （リーグ戦）
優 勝
森下美波（栄光武道具） ３勝０敗

準優勝
安藤福美（グローリー工業） ２勝１敗

〈三段以下の部〉
準決勝 高須 メコ― 鈴木
準決勝 伊藤 メド―メ 山内
決 勝 高須 コ ― 伊藤

優 勝 高須秀隆（日本通運）
準優勝 伊藤 修（日本通運）
三 位 山内 充（日本通運）
三 位 鈴木 亮（ＪＲ大宮支社）

〈四段以上の部〉
準決勝 橋本 コド―メ 田口
準決勝 安藤 コ ― 桂木
決 勝 橋本 メ ― 安藤

優 勝 橋本桂一（伊田テクノス）
準優勝 安藤伸秀（伊田テクノス）
三 位 田口大輔（伊田テクノス）
三 位 桂木厚治（伊田テクノス）

《団体戦》
準決勝
伊田テクノスＡ ２―０ ＪＲ大宮支社Ｂ

準決勝
伊田テクノスＢ ２―１ 伊田テクノスＣ

決 勝
伊田テクノスＡ １―１ 伊田テクノスＢ

（延長ド）
先鋒 安藤 ―メ 田口
中堅 桂木（引き分け）矢野
大将 橋本 メ ― 内田（貢）

（延長ド）
優 勝 伊田テクノスＡ
準優勝 伊田テクノスＢ
三 位 伊田テクノスＣ
三 位 ＪＲ大宮支社Ｂ

第３５回埼玉県実業団剣道大会参加状況（５０音順）
合計
参加人数

２

１５

５

９

７

８

１

３

５

４

４

１１

４

７

１８

４

３

７

７

５

１

１３３

団 体 戦

団体のみ

５

１

７

１

１

１

２

４

１

１

２

８

１

３５

チーム数

３

１

３

２

２

１

１

１

１

３

１

２

３

１

１

２

２

１

３２

個 人 戦

計

２

１０

４

９

７

１

２

４

２

１０

３

５

１０

４

３

６

７

５

１

９８

女子

１

１

１

１

４

四段以上

１

１０

２

６

５

１

２

１

８

１

５

５

１

３

３

１

１

１

５８

三段以下

１

１

２

１

３

２

２

２

５

３

３

６

３

３６

会 社 名

� 石 川 工 機

伊 田 テ ク ノ ス �
栄 光 武 道 具

NTT東日本―埼玉

� 大 塚 家 具

グローリー工業�埼玉工場
宗 教 法 人 解 脱 会

�ジャパンエナジー
大 正 製 薬 �
� D R D

トーカイテック�
東 京 電 力 �
� 中 村 産 業

日産ディーゼル工業�
日 本 通 運 �
日 本 電 波 工 業 �
日本ヒューレット・パッカード�
パ イ オ ニ ア �
東日本旅客鉄道�
�本田技術研究所
三井住友海上火災保険�
合 計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

野
上
武
利
大
会
委
員
長

（
本
会
専
務
理
事
）挨
拶

表
彰
式

四
段
以
上
の
部

優
勝

橋
本
桂
一
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

団
体
の
部

優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

当
日
の
選
手
団

優
勝
旗
授
与

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

三
段
以
下
の
部

優
勝

高
須
秀
隆
（
日
本
通
運
）

女
子
の
部

優
勝

森
下
美
波
（
栄
光
武
道
具
）

―１１―
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秩
父
、武
甲
山
は
、高
純
度
の
石

灰
石
を
豊
富
に
埋
蔵
す
る
日
本
屈

指
の
大
鉱
床
で
、
現
在
の
採
掘
量

を
継
続
し
て
も
、
あ
と
一
〇
〇
年

は
採
掘
が
可
能
だ
と
い
う
。
そ
し

て
石
灰
石
は
国
内
で
自
給
自
足
が

可
能
な
唯
一
の
鉱
物
資
源
で
あ
る
。

一
般
に
石
灰
石
と
い
う
と
セ
メ

ン
ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、

実
は
石
灰
製
品
の
用
途
は
非
常
に

多
岐
か
つ
広
範
に
亘
る
。
例
え
ば
、

鉄
や
鋼
を
生
産
す
る
と
き
に
は
、

溶
解
工
程
で
石
灰
を
混
合
投
入
す

る
こ
と
に
よ
り
不
純
物
を
除
去
す

る
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
ゴ
ミ
焼
却
場
や
火
力
発
電

所
な
ど
で
は
、
ゴ
ミ
や
重
油
、
石

炭
等
を
燃
や
し
た
際
に
発
生
す
る

有
害
な
排
ガ
ス
の
除
去
・
中
和
、

そ
し
て
、
下
水
処
理
施
設
な
ど
で

は
脱
臭
や
殺
菌
、
酸
性
廃
水
の
中

和
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
上
水
道
で
は
水
を
浄
化
す

る
役
目
に
、
軟
弱
地
盤
の
土
地
で

は
土
質
安
定
処
理
に
、
酸
性
土
壌

の
農
地
で
は
改
良
剤
に
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
建
材
用
、

食
品
用
、
医
療
・
生
体
剤
、
肥
料
・

農
薬
用
、
ソ
ー
ダ
工
業
、
製
紙
工

業
な
ど
暮
ら
し
や
住
ま
い
を
支
え

る
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
石
灰
は
、「
空

気
を
き
れ
い
に
す
る
」「
土
を
改

良
す
る
」「
水
を
き
れ
い
に
す
る
」

な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
く
地
球
を

守
る
ア
ル
カ
リ
資
源
と
し
て
産
業

界
の
あ
ら
ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活

躍
し
て
い
る
。

秩
父
石
灰
工
業
�
は
、
武
甲
山

か
ら
採
掘
し
た
石
灰
石
を
焼
成
し
、

生
石
灰
を
製
造
、
さ
ら
に
生
石
灰

を
消
化
し
、
消
石
灰
を
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
複
合
石
灰
を

製
造
し
て
い
る
。
高
品
質
で
均
一

な
製
品
を
生
み
出
す
技
術
力
、
無

限
な
可
能
性
の
あ
る
石
灰
の
新
分

野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
開
発
力
に

よ
り
、
当
社
の
年
間
生
産
量
は
現

在
、
三
十
五
万
ト
ン
に
及
ぶ
。
得

意
分
野
は
地
盤
改
良
剤
で
、
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

ま
た
、
技
術
面
と
信
頼
面
で
参
入

が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
土
木
用
や

環
境
用
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
も

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

「
石
灰
は
日
本
の
基
幹
産
業
の

素
材
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て

お
り
、
ま
さ
に
縁
の
下
の
力
持
ち

と
い
え
る
。
ま
た
、
安
価
な
ア
ル

カ
リ
資
源
と
し
て
他
に
代
替
品
は

な
く
、
未
来
に
向
け
て
も
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
」
と
語

る
斎
藤
文
和
常
務
取
締
役
武
甲
工

場
長
（
写
真
）。
武
甲
山
の
麓
に

あ
る
武
甲
工
場
は
今
後
も
環
境
保

全
と
共
に
地
域
社
会
と
の
協
調
を

目
指
し
て
い
る
。

秩
父
石
灰
工
業
は
、
石
灰
製
品

の
各
産
業
分
野
に
お
け
る
先
端
技

術
と
結
び
つ
く
新
し
い
活
用
技
術

や
、
よ
り
高
度
な
環
境
浄
化
対
策

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
着
々
と
進
行

し
て
い
る
。

一
九
四
五
年
初
代
岩
堀
徳
太
郎
氏

個
人
に
て
建
築
請
負
業
を
創
業
、
四

八
年
同
氏
が
現
在
地
の
川
越
市
六
軒

町
に
土
木
建
築
請
負
業
の
登
録
を
な

し
、
現
社
名
の
株
式
会
社
を
設
立
。

二
代
目
徳
太
郎
氏
が
九
六
年
川
越
商

工
会
議
所
第
一
〇
代
会
頭
に
就
任
し
、

同
年
岩
堀
弘
明
氏
が
社
長
に
就
任
。

二
〇
〇
一
年
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証

取
得
、
〇
四
年
同
１
４
０
０
１
認
証

取
得
。
〇
五
年
弘
明
氏
が
会
長
に
就

任
し
、
同
時
に
岩
堀
和
久
氏
が
現
在

の
第
四
代
目
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。

営
業
種
目
は
建
設
土
木
総
合
請
負
、

不
動
産
事
業
、
開
発
事
業
、
ホ
テ
ル

経
営
な
ど
だ
が
、
要
は
戸
建
て
住
宅

以
外
は
大
体
手
が
け
、
前
記
本
社
の

ほ
か
営
業
所
な
ど
の
施
設
七
ヵ
所
、

関
連
企
業
二
社
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
同
社
は
半
世
紀
以
上

に
亘
っ
て
、
埼
玉
県
を
中
心
に
建
設

業
を
営
ん
で
き
た
が
、「
楽
し
く
業

に
生
き
る
」
を
社
是
に
（
社
訓
「
生

楽
以
業
」）、
顧
客
の
求
め
る
理
想
を

形
に
す
る
と
い
う
「
も
の
づ
く
り
」

を
歓
び
と
し
て
、「
企
業
の

風
土
を
伝
承
し
つ
つ
改
革
・

革
新
を
進
め
、
設
計
・
施
工

を
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
他
産

業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
び
、
躍
動
的
で
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
良
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
、
お
客
様
と
の
対

話
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
計
っ
て
い
き
ま

す
」
と
岩
堀
社
長
は
語
ら
れ
た
。

か
っ
て
は
県
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

初
施
工
は
同
社
と
言
わ
れ
、
官
庁
に

よ
る
受
注
の
割
合
が
多
か
っ
た
が
、

今
で
は
民
間
受
注
が
大
半
を
占
め
、

建
築
士
を
は
じ
め
社
内
に
多
く
の
関

連
国
家
資
格
者
な
ど
の
人
材
を
有
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
知
恵
を
結
集
し
、

病
院
、
養
護
施
設
、
企
業
施
設
、
マ

ン
シ
ョ
ン
、
各
種
大
型
店
舗
な
ど
工

事
経
歴
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

更
に
同
社
長
は
最
近
で
は
屋
上
緑

化
を
は
じ
め
、
環
境
保
全
な
ど
に
も

注
力
し
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
を
意
識
し

つ
つ
、「
柔
軟
で
あ
り
、
迅
速
で
あ

り
、
高
感
度
で
あ
る
こ
と
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
、
社
員
の
幸
せ
な
環
境
を

作
る
こ
と
、
協
力
会
社
あ
っ
て
の
建

設
業
な
の
で
専
門
工
を
大
事
に
し
、

品
質
を
高
め
、
地
域
社
会
に
存
在
意

義
を
高
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

は
建
物
の
検
診
能
力
を
上
げ
、
そ
の

維
持
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
い

れ
て
い
き
ま
す
」
と
の
現
状
認
識
と

あ
わ
せ
て
今
後
の
抱
負
を
の
ぞ
か
せ
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
め
く
く
っ
た
。

なな話話題題 北北 西西 中中 南南

北
部
秩
父
石
灰
工
業
�

環
境
保
全
と
と
も
に
地
域

社
会
と
の
協
調
を
目
指
す

西
部

岩
堀
建
設
工
業
�

お
客
様
と
の
信
頼
を
生
む
仕
組
み
づ
く

り
で
社
会
に
不
可
欠
な
存
在
に
な
る

DATA
会 社 名：秩父石灰工業�
本 社：東京都中央区新川１‐８‐６ 秩父ビル
電 話：０３‐３５５１‐２１９１
武甲工場：秩父郡横瀬町大字横瀬七
電 話：０４９４‐２２‐２５７０
代 表 者：代表取締役社長 坂東秀隆
創 立：昭和１５年１１月
設 立：昭和３７年５月
資 本 金：１億円
従 業 員：１４１名（役員除く）
事業内容：生石灰、消石灰、複合石灰、炭酸カ

ルシウムの製造販売

DATA
会 社 名：岩堀建設工業�
本 社：〒３５０‐００４１ 川越市六軒町１‐３‐１０
電 話：０４９‐２２５‐５１１１�
Ｆ Ａ Ｘ：０４９‐２２５‐３７３７
代 表 者：代表取締役社長 岩堀 和久
設 立：１９４８年（昭和２３年）１０月
創 業：１９４５年１２月
従業員数：５４名
資 本 金：８０（百万円）
主な事業内容：建設土木総合請負、不動産事業、

開発事業、ホテル経営
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.iwahori.co.jp/

秩
父
石
灰
工
業
�
武
甲
工
場

川
越
の
本
社

斎藤文和常務取締役
武甲工場長

岩堀和久社長顧客のウォンツをいち早く形にする、
俊敏で有機的な社内プロジェクト会議
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ユ
ニ
ッ
ク
ス
の
理
念
の
一
つ
に

「
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
美
容
室
」
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
早
速
、
水
島
達

也
代
表
取
締
役
会
長
に
お
聞
き
し

た
。水

島
会
長
は
「
他
の
サ
ロ
ン
で

セ
ッ
ト
し
た
が
気
に
入
ら
な
い
。

と
ユ
ニ
ッ
ク
ス
に
来
た
お
客
様
に

対
し
て
無
料
で
セ
ッ
ト
を
や
り
直

す
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
「
ア
メ

リ
カ
に
ノ
ー
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
と
い

う
デ
パ
ー
ト
が
あ
る
。
お
客
様
に

絶
対
に
ノ
ー
と
言
わ
な
い
ポ
リ
シ

ー
の
デ
パ
ー
ト
で
す
。
で
き
な
い
、

駄
目
、
や
ら
な
い
、
知
ら
な
い
、

を
言
わ
な
い
」「
私
も
こ
れ
だ
と

思
い
、
徹
底
し
た
顧
客
本
位
を
貫

き
、
何
が
あ
っ
て
も
絶
対
ノ
ー
と

言
わ
な
い
サ
ロ
ン
に
し
ょ
う
と
、

理
念
に
掲
げ
実
践
し
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
予
約

シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
な
い
。
そ

の
理
由
も
「
予
約
に
す
る
と
予
約

が
埋
ま
っ
て
い
る
時
は
断
る
こ
と

に
な
り
、
ノ
ー
と
言
う
こ
と
に
な

る
。」
と
語
っ
た
。

水
島
会
長
の
創
業
し
た
株
式
会

社
ユ
ニ
ッ
ク
ス
は
現
在
、
資
本
金

一
億
二
千
万
円
、
売
上
高
二
十
五

億
円
、
従
業
員
四
百
人
、
店
舗
数

二
十
四
店
舗
を
誇
る
大
き
な
美
容

室
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
。

当
社
は
１
９
７
５
年
、
蕨
市
に

お
い
て
�
サ
ン
ラ
イ
ズ
を
設
立
、

資
本
金
は
二
百
万
円
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
川
口
、
千
葉
の
柏
に
支

店
を
オ
ー
プ
ン
し
、
郊
外
型
Ｓ
Ｃ

に
も
店
舗
を
展
開
し
始
め
た
。
ま

た
、
８７
年
に
は
先
進
的
な
子
供
用

美
容
室
「
ピ
ー
マ
ン
タ
イ
ム
」
も

オ
ー
プ
ン
し
た
。
８８
年
増
資
を
行

い
、
�
ユ
ニ

ッ
ク
ス
に
社

名
変
更
。
そ

の
後
、
戸
田
、

大
宮
、
浦
和
、

川
越
、
横
浜
、

立
川
、
赤
羽
、

亀
戸
、
蘇
我
、

三
郷
、
豊
洲

に
続
々
と
オ

ー
プ
ン
し
た
。

水
島
会
長
は
美
容
室
を
始
め
た

理
由
を
こ
う
述
べ
ら
れ
た
。「
両

親
は
理
容
室
を
経
営
し
て
い
た
が
、

今
後
は
カ
ッ
ト
と
ブ
ロ
ー
の
時
代

が
来
る
。
そ
れ
は
、
理
容
学
校
と

美
容
学
校
の
学
生
の
数
に
も
表
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
美
容
の

時
代
だ
と
確
信
し
た
。」

こ
の
業
界
は
約
二
十
万
軒
も
あ

り
、
競
争
も
厳
し
く
、
ま
た
、
Ｍ

＆
Ａ
も
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
技

術
、
人
材
、
店
舗
で
は
、
他
の
店

と
の
格
差
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

当
社
の
今
後
の
大
き
な
流
れ
は
、

Ｓ
Ｃ
の
大
型
店
舗
の
展
開
も
い
ま

ま
で
よ
り
は
少
な
く
な
り
、
大
手

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
街
づ
く
り
に
ど

う
関
与
で
き
る
か
が
課
題
に
な
る
。

そ
の
中
で
サ
ロ
ン
＆
Ｓ
Ｐ
Ａ
が
そ

の
一
つ
の
答
え
で
あ
り
、
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
り
、
安
心
、
安

全
、
健
康
を
提
案
で
き
る
「
美
生

活
総
合
産
業
」
と
し
て
、
お
客
様

の
進
化
を
先
取
り
し
、
常
に
リ
ー

ド
し
て
い
き
た
い
。
最
後
に
「
私

は
技
術
者
で
は
な
く
、
経
営
者
で

あ
り
続
け
た
い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
大
い
に
発
揮
し
、
三
年
後

に
は
株
式
上
場
を
視
野
に
入
れ
、

事
業
を
展
開
し
て
い
く
」
と
話
さ

れ
た
。

「
気
骨
の
あ
る
人
だ
っ
た
。

日
の
出
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
、

夕
暮
れ
ま
で
三
百
六
十
五
日
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
御
用
聞
き
を

し
て
い
た
。
誠
心
・
誠
意
の
ま

じ
め
な
仕
事
ぶ
り
が
評
判
を
呼

び
、
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）の
寝
台
列

車
の
仕
事
を
皮
切
り
に
、
国
が

夢
を
託
し
た
新
幹
線
こ
だ
ま
号

で
も
、
開
業
と
同
時
に
背
も
た

れ
ク
ロ
ス
な
ど
の
リ
ネ
ン
サ
プ

ラ
イ
を
日
本
で
初
め
て
受
注
し

た
」
と
実
父
直
幹
氏
の
思
い
出

を
語
る
関
根
泰
之
社
長（
写
真
）。

平
成
十
三
年
、
立
志
伝
中
の

人
と
も
言
わ
れ
た
先
代
の
逝
去

に
伴
い
社
長
に
就
任
し
た
。

「『
新
日
本
リ
ー
ス
』
と
『
新
日

本
フ
ー
ズ
』
を
合
併
し
現
在
の

『
新
日
本
セ
シ
オ
』
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
は
、
先
代
が
亡
く
な

る
二
ヶ
月
前
で
あ
り
、
何
か
運

命
を
感
じ
る
」。
セ
シ
オ
（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
と
は
サ
ー
ビ
ス
・

エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
・
ク
リ
ー

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
・
オ
ン
ワ

ー
ド
の
頭
文
字
。「
創
業
以
来
、

一
貫
し
て
環
境
衛
生
の
仕
事
に

取
組
ん
で
き
た
。
外
部
の
汚
れ

を
入
口
で
防
止
す
る
ダ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、
建
物

の
清
掃
、
設
備
管
理
を
行
な
う

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
・
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
更

に
環
境
用
品
の
販
売
、
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
は
無
添
加
の
手
作

り
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、
社
名
の
セ

シ
オ
の
由
来
通
り
、
環
境
衛
生

サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と

し
て
前
進
し
て
い
き
た
い
」。

当
社
の
強
み
は
、
一
都
六
県

の
首
都
圏
全
域
に
わ
た
る
、
五

万
社
を
超
え
る
取
引
企
業
。
二

週
間
お
き
に
必
ず
訪
問
し
面
談

す
る
な
ど
、
地
域
や
企
業
と
密

着
化
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
を

活
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
家
庭

用
市
場
の
拡
大
を
図
る
べ
く
提

案
営
業
を
実
施
し
て
い
る
。「
社

会
に
貢
献
し
、
あ
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
存
在
で
、
社
員

に
と
っ
て
も
夢
が
も
て
る
よ
う

な
企
業
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た

い
。
人
材
育
成
が
す
べ
て
で
あ

り
、
新
製
品
開
発
な
ど
で
は
産

学
連
携
も
進
め
る
。
そ
の
た
め

に
は
収
益
力
の
拡
大
に
力
を
入

れ
た
い
」
と
強
調
す
る
。

多
忙
な
毎
日
だ
が
、
休
日
は

家
族
と
の
食
べ
歩
き
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
か
つ
て
当
社
で

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
今
で
も
休
日
は
自
ら
キ

ッ
チ
ン
に
立
つ
こ
と
も
。「
和

洋
食
か
ら
う
ど
ん
打
ち
ま
で
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
結
構
広
い
で
す

よ
」。「
楽
し
み
は
家
族
旅
行
。

家
族
の
絆
を
大
事
に
し
た
先
代

に
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
思
い
出

が
あ
る
。
こ
の
夏
は
家
族
で
沖

縄
へ
行
っ
た
。
い
ず
れ
は
ハ
ワ

イ
で
の
ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
夢
」。
と
は
申
せ
、
業
務
多

忙
で
し
ば
ら
く
は
お
預
け
か
？
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部

�
ユ
ニ
ッ
ク
ス

『
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
美
容
室
』

経
営
で
三
年
後
の
上
場
目
指
す

中
部

新
日
本
セ
シ
オ
�

環
境
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
前
進
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１．バーチャルリアリテ
ィーへの応用
２．視覚と皮膚感覚を組
み合わせたコンピュー
タインターフェース

高崎 正也
（たかさき まさや）
１９９６年３月
東京大学工学部精密機
械工学科 卒業

１９９８年３月
東京大学大学院工学系
研究科精密機械工学専
攻修士課程 修了

２００１年３月
東京大学大学院工学系
研究科精密機械工学専
攻博士課程 修了

２００１年４月
埼玉大学工学部 助手

２００１年１２月～２００５年３月
科学技術振興機構さき
がけ研究員（兼務）

２００６年１０月
埼玉大学大学院理工学
研究科 助教授

２００７年４月
埼玉大学大学院理工学
研究科 准教授

皮膚感覚ディスプレイとは、粗
さや微細模様を持った固体表面を

なぞったときの感覚を提示する装置です。このよ
うな装置が完成することで、インターネットショ
ッピングにおいて肌触りを確認した上で衣服の購
入ができたり、ロボット等の遠隔操作をより能率
化できたりします。また、視覚・聴覚による情報
と同様に皮膚感覚をネットワークを通して転送す
ることもでき、バーチャルリアリティー等に応用
すると、より臨場感のある感覚を享受することが
できます。さらに、コンピュータ入出力装置とし
て応用すると、コンピュータと人の相互作用にお
ける情報量が多くなり作業の能率化がはかれる、
視覚障害者がGUI 環境を使えるようになる、の
ではないかと考えています。
我々が指で固体表面をなぞると、表面の形状に
応じた微細な振動が皮膚の表面に発生し、その振
動を神経細胞で検出して皮膚感覚を感じていると
言われています。皮膚感覚を呈示するには、この
振動を人工的に励振して皮膚に供給することが有
効です。本研究では、超音波振動の一種である弾
性表面波を応用しています。弾性表面波振動子表
面をスライダを介してなぞるとき、そのなぞり動
作に応じて波の励振の on/off を制御しています。

このとき、波の有無によりスライダと振動子表面
の間の摩擦を増減できるため、スライダには on/
off に従った振動が発生します。この振動により
主にざらざら感を呈示します。
試作したディスプレイを図に示します。このデ
ィスプレイでざらざら感を呈示し、さらにその粗
さの程度を制御することに成功しています。弾性
表面波振動子に使われる材料のサイズ・形状に制
限があるため、アプリケーションが限定されてし
まいます。現在、ガラスのような一般的な材料の
表面に弾性表面波を励振して皮膚感覚ディスプレ
イに応用する研究を進めています。将来、液晶デ
ィスプレイと同じ大きさの透明な皮膚感覚ディス
プレイを用い
ることにより、
タッチパネル
兼皮膚感覚デ
ィスプレイと
いった新しい
形態のインタ
ーフェースを
提供すること
ができます。

１．CO２吸収セラミック
ス材料の開発
２．高寿命な環境浄化セ
ラミックフィルター材
料の開発
３．セラミック超微粉末
の低温合成

柳瀬 郁夫
（やなせ いくお）
１９９４年３月
埼玉大学工学部応用化
学科 卒業

１９９６年３月
埼玉大学大学院理工学
研究科博士前期課程応
用化学専攻 修了

１９９９年３月
埼玉大学大学院理工学
研究科博士後期課程生
産科学専攻 修了

１９９９年４月
科学技術庁無機材質研
究所 博士研究員

２００１年１月
埼玉大学工学部 助手

２００３年４月
埼玉大学大学院理工学
研究科 助手

２００７年４月
埼玉大学大学院理工学
研究科 准教授

多くの元素を対象とする無機化
合物は構成する原子の種類に応じ

て様々な構造をもった結晶を形成します。当研究
室では、化学の視点から結晶構造を利用した、無
機材料（セラミックス）の研究開発を行っていま
す。研究テーマのいくつかを紹介致します。
新規なCO２吸収セラミックスを物質の構造や形
態を制御することによって創製し、環境浄化に貢
献できるセラミックス材料の開発を目指していま
す。特に、自動車排ガス中に含まれるCO２を効率
良く吸収する新規なCO２吸収セラミックスの研究
開発を進めています。
熱によって原子間の結合距離が増大する現象が
熱膨張です。当研究室では、結晶構造内の空間を
制御する手法等を活用し、熱膨張現象を制御した
新規な超低熱膨張性セラミックスの設計および粉
末合成を行っています。この研究は、高寿命な高
温用の環境浄化フィルター材料の開発などに結び
ついています（図１）。ここで扱っている主な物
質は、ゼオライト関連化合物である種々の組成を
有する立方晶系リューサイト化合物であり、この
化合物の簡便な合成手法を開発し、その低熱膨張
化およびそれを活用した環境浄化材料に関する研
究によって成果を上げています。熱膨張の制御に

は、負の熱膨張物質を活用した手法によるゼロ熱
膨張材料の開発にも注力しています。
出発原料に用いる物質の結晶構造や高分子の自
己配列性を利用した、非酸化物セラミック微粉末
の低温合成法の開発を行っています。ここで用い
るソフト化学合成法は、無機物質のもつ化学反応
性（酸化・還元、自己配列性、前駆体、イオン交
換など）を利用して化合物を構築し、目的とする
セラミックスを低温合成する手法です。低温合成
は省エネルギーの観点からも意義があります。高
い温度を必要とせずに無機化合物が合成されると
微細な粒子からなるセラミック粉末が得られます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

弾性表面波を用いた皮膚感覚ディスプレイ
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 高 崎 正 也 准教授

多機能セラミックス材料の開発
大学院理工学研究科 物質科学部門 柳 瀬 郁 夫 准教授

試作した弾性表面波皮膚感覚
ディスプレイ

図１ 申請者が開発した高耐熱性
セラミックフォーム
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２００１年に着任以来、押出し技術について研究してきました。
押出しとは、筒型の容器中に挿入した金属の素材の一方

に力を加えたり、或いはシリンダ内に充填した溶融状態の
樹脂をスクリューで加圧するなどして流動を与え、他端に
取り付けた金型の孔から流出させることで形状を与える製
造方法です。トコロテンの製造を思い浮かべていただくと
分かりやすいと思います。切削のような削り屑がでないこ
と、金型の孔の形状を変えることで様々な断面形状の長尺
製品が生産でることから、種々の素形材や製品（たとえば
アルミサッシのフレーム）の量産に利用されています。
通常、押出しによって成形されたものは断面形状が一定

ですが、押出しながら金型の孔の形状を徐々に変化させれ
ば断面の形状が連続的に変化している製品が成形できます。
これを可変断面押出しと呼びます。当研究室では、例えば
自動車のフレームに使用されるような構造材への適用を目

途に、アルミニウム製角パイプの肉厚や太さを任意に変化
させる押出し法の研究を行っています。
また近年、夢の素材としてカーボンナノチューブ（CNT）

が注目を集めています。その応用分野のひとつとして、CNT
の微細で細長い形状と高い機械的強度を活かし、複合材に
おける強化材へ適用する技術が検討されています。当研究
室では、CNTの一種であるカーボンナノファイバ（CNF）
を強化材とした樹脂や金属の複合材を製作する研究を行っ
ています。最近は、金属粉とCNFの混合物を固めて複合
材を製作する方法に取り組んでおり、これを前述の可変断
面押出しと結びつけた技術を確立したいと考えています。
本学着任以前は全く別分野（内燃機関）の教育・研究に

携わっていました。押出しに関わるようになって６年、い
まだに悩み多き毎日を過ごしていますが、このような分野
にご興味がございましたら、ぜひご一緒いたしましょう。

美術大学の建築学科を卒業後、建築設計事務所で実務経
験を重ねる一方、学校の講師として学生と共に建築を学ん
できました。戸建て住宅、集合住宅、医療・福祉施設、図
書館、オフィスビル等の設計・監理を手掛け、学校では、
主に設計製図の授業を担当しました。本学では、仕上げの
実習及び設計製図を受け持っています。
今まで建築に携わってきて感じたことは、ひとにそれぞ

れ個性や履歴があるように、建物にも同様に歴史があると
いうことです。埼玉県内にも歴史的、文化的な香りの高い
建築物が多く、例えば行田市の足袋蔵は、その土塀からも
足袋の街として全国に名を馳せた当時の歴史が見えてきま
す。しかし、文化、伝統の味わい深い建造物が現代に活か
されているかと言えば、甚だ疑問です。時代の流れの中で
足袋そのものの需要が減り、かつての蔵としての役目を終
えたからといって全てを取り壊すのではなく、蔵の意匠や
構造を見直し、現代に相応しい新しい用途に変えて、再生
させるという視点も必要です。

例えば、すでに任務を終えた横浜のレンガ倉庫は、外観
を残し、倉庫内に様々なショップを展開することにより、
観光スポットとして再生しています。人々は過去の歴史に
触れながらオンタイムのショッピングを楽しむという二つ
の時空間に立つことができます。
本学の近くには、県名由来の地である埼玉の古墳群も存

在します。古墳、蔵の時代、そして現在へと歴史を結ぶ郷
土めぐりをする中から、新たな生命を蘇らせることも可能
でしょう。また、近代建築の旗手である建築家・前川国男
設計の埼玉会館や県立歴史博物館など誇るべき名建築も多
く存在します。

新築にしても、再生・保存にしても、地
域性、独自性のある、先を見据えた永続的
な建築が求められています。建築がひとに
語りかける先人の知恵や想いを大切に残し、
後世に伝え、現代に生かすことが今を生き
る私たちの使命だと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

「押出し」でコラボを
製造技能工芸学科 原 薫 講師

原 薫（はら かおる）講師 職業訓練大学校卒業、東京職業能力開発短期大学校、ものつくり大学設立準備財団、元東京都立
航空工業高等専門学校非常勤講師。日本機械学会、精密工学会、日本塑性加工学会、実践教育研究協会所属。（連絡先：０４８‐５６４
‐３８３６／hara@iot.ac.jp）

地域の独自性を持つ建築の保存と有効利用を
建設技能工芸学科 藤 原 成 暁 准教授

藤原成暁（ふじわら なりあき）准教授、武蔵野美術大学造形学部建築学科卒業、一級建築士、インテリアプランナー、一級建
築施工管理技士。鬼頭梓建築設計事務所などを経て東京に設計事務所設立。２００６年４月からものつくり大学助教授、現在准教授。
日本建築学会会員など（連絡先：０４８‐５６４‐３８５０／fujiwara@iot.ac.jp）
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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
進
め
ま
し
ょ
う

〜
１０
月
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
推
進
月
間
」
で
す
！

「
２１
世
紀
の
船
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
実
施
中

〜
八
都
県
市
共
同
に
よ
る
は
じ

め
て
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
へ
の

寄
附
を
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
意
味
す
る

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
が
、
企

業
の
人
材
の
確
保
・
定
着
と
い
う
視
点

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
１０
月
を
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

普
及
啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
八
都
県
市
（
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ
い
た

ま
市
）
が
、
共
同
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

特
に
１０
月
２１
日
�
か
ら
２７
日
�
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
週
間
と
し
て
、
定
時
退

社
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

職
場
で
も
定
時
退
社
に
努
め
、
働
き
方

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
問
合
せ
〉
県
少
子
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
３
４
３
）

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A０３
/

BF００
/kosodate/kosodate１

.htm

ま
た
、
県
で
は
、
１０

月
２２
日
�
に
、
埼
玉
県

県
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
）
で
「
企
業
・
事
業

所
の
た
め
の
子
育
て
応

援
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
〉
県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
３
）

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
A０７
/BL００

/kosodate/forum
.htm

八
都
県
市
で
は
、
首
都
圏
に
お
け
る

広
域
観
光
の
振
興
に
向
け
た
「
２１
世
紀

の
船
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
８
月
１
日

か
ら
１２
月
３
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
首
都
圏
全
域

を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
「
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

首
都
圏
に
は
、
グ
ル
メ
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
都
市
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、

歴
史
・
伝
統
文
化
、
産
業
遺
産
、
豊
か

な
自
然
環
境
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光

資
源
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
の

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
つ
い
て
、
い
ま
い

ち
ど
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
き
、
ご
家

族
や
お
友
達
お
揃
い
で
す
て
き
な
ス
ポ

ッ
ト
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
首
都
圏

観
光
・
物
産
の
魅
力

再

発
見
！

〜
イ
ベ
ン
ト
〜

首
都
圏
の
芸
能
、
物
産
、
観
光
情
報

満
載
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

横
浜
港
の
民
間
事
業
者
等
の
協
力
に

よ
り
、
船
で
横
浜
港
を
巡
る
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
�
１０
月
８
日
（
月
／
祝
）

場
所
�
横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ

ー
ミ
ナ
ル
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル

◆
首
都
圏
広
域
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス

テ
ー
マ
や
旅
行
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
３１
の
広
域
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
Ｐ

Ｒ
冊
子
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

◆
東
京
湾
の
船
上
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

船
を
利
用
し
た
新
た
な
観
光
を
提
案

す
る
た
め
、
旅
客
船
の
運
航
実
験
を
実

施
し
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
船
で
主
な
港
を
結
ぶ
航

路
、
小
型
船
で
京
浜
臨
海
部
を
巡
る
航

路
、東
京
湾
口
の
歴
史
遺
産
め
ぐ
り
な
ど

様
々
な
運
航
実
験（
有
料
）を
行
い
ま
す
。

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等

民
間
事
業
者
等
の
協
力
に
よ
り
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
及
び
特
典
（
割

引
等
）
協
力
施
設
�
１
７
５
施
設
）

〈
問
合
せ
〉
県
観
光
振
興
室

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
５
３
）

http
://funade.jp/

県
の
観
光
情
報
は

http
://w
w
w
.sainokuni-kanko.jp/

index.htm
l

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
保
全
な
ど
、

様
々
な
地
域
の
課
題
に
自
発
的
に
取
り

組
み
、
継
続
し
て
社
会
貢
献
活
動
を
行

う
営
利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
団
体
で

す
。（
８
月
末
現
在
１
、１
０
７
法
人
）

「
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
」
は
、
こ
れ

ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
し
、
行
政

と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
平
成
１６

年
４
月
に
創
設
し
た
基
金
で
、
県
の
拠

出
金
と
皆
様
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
寄
附
方
法
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
広

く
支
援
で
き
る
「
一
般
寄
附
」
の
他
、

身
近
な
団
体
を
希
望
し
て
寄
附
で
き
る

「
団
体
希
望
寄
附
」
や
興
味
の
あ
る
分

野
の
活
動
を
支
援
で
き
る
「
分
野
希
望

寄
附
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
寄
附
を
通
じ
て

の
社
会
貢
献
活
動
を
ご
検
討
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
へ
の
寄
附
に
は

税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

法
人
�
全
額
が
損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。

個
人
�
所
得
税
、個
人
住
民
税
、相
続

税
に
つ
い
て
優
遇
さ
れ
ま
す
。

＊
個
人
で
１０
万
円
、
団
体
で
５０
万
円
以

上
の
寄
附
に
は
、
知
事
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
２
８
２
８
）

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

http
://w
w
w
.saitam

aken-npo.net/

企
業
活
動
は
海
外
取
引
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
の

対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
行
政
と
て
同

様
で
県
境
を
越
え
た
広
域
的
な
取
組
み
が

一
層
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
組
み

に
し
て
も
本
会
は
早
く
か
ら
会
内
外
に
問

題
提
起
を
図
っ
て
き
た
し
、
一
方
の
観
光

に
し
て
も
例
年
実
施
し
て
い
る
海
外
視
察

の
主
要
テ
ー
マ
に
組
み
込
む
な
ど
対
応
し

て
き
た
こ
と
か
ら
八
都
県
市
共
催
の
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支
援
し
て
参
り
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３７７回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

首
都
圏
'０７
ぐ
る
り
周
遊
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

八
都
県
市
内
外
の
観
光
案
内
所
、
観
光

施
設
、
道
の
駅
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

配
布
中
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八

復
職
支
援
措
置
（
リ

ハ
ビ
リ
就
業
）
を
休
職

期
間
の
ま
ま
で
行
っ
て

も
よ
い
か

１
�
心
の
健
康
問
題
に
よ
る

休
業
者
職
場
復
帰
支
援

の
手
引
き

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
者
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

「
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
心
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
」（
平
一
二

年
八
月
九
日
付
基
発
第
五
二
二
号
、
平

一
八
年
三
月
二
三
日
公
示
第
一
二
号
）

を
策
定
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

こ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
心
の
健

康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者
の
職

場
復
帰
支
援
の
た
め
の
事
業
場
向
け
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
も
の
と
し
て
、
平
成

一
六
年
一
〇
月
一
四
日
「
心
の
健
康
問

題
に
よ
り
休
業
休
職
職
場
復
帰
支
援
の

手
引
き
」
を
中
央
災
害
防
止
協
会
に
よ

り
、
策
定
し
指
導
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、「
心
の
健
康
問
題

で
休
業
し
て
い
た
労
働
者
の
職
場
復
帰

支
援
に
お
い
て
は
、
心
の
健
康
問
題
の

特
性
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
の
手
引
き
は
、
心
の
健
康
問
題
に
よ

る
休
業
者
で
、
医
学
的
に
業
務
に
復
帰

す
る
の
に
問
題
が
な
い
程
度
に
回
復
し

た
労
働
者
を
対
象
と
し
た
も
の
」
に
つ

い
て
、
実
際
の
職
場
復
帰
に
当
た
り
、

事
業
者
が
行
う
職
場
復
帰
支
援
の
内
容

に
つ
い
て
総
合
的
に
示
し
、
事
業
者
は

本
手
引
き
を
参
考
に
し
な
が
ら
衛
生
委

員
会
等
に
お
い
て
調
査
審
議
し
、
産
業

医
等
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
個
々
の
事

業
場
の
実
態
に
即
し
た
形
で
、
事
業
場

の
職
場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下

「
事
業
場
職
場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、
そ
れ
が

組
織
的
か
つ
計
画
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
職
場
復
帰
支
援
の
流
れ
」

と
し
て
、
本
手
引
き
に
よ
る
職
場
復
帰

支
援
の
流
れ
は
、
病
気
休
業
開
始
か
ら

職
場
復
帰
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で

の
次
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
な
っ
て

い
る
。

〈
第
一
ス
テ
ッ
プ
〉

病
気
休
業
開
始
及
び
休
業
中
の
ケ
ア

の
段
階
で
あ
り
、「
労
働
者
か
ら
の
診

断
書
（
病
気
休
業
診
断
書
）
の
提
出
」、

「
管
理
監
督
者
、
事
業
場
内
産
業
保
健

ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
ケ
ア
」
で
構
成
さ

れ
る
。

〈
第
二
ス
テ
ッ
プ
〉

主
治
医
に
よ
る
職
場
復
帰
可
能
の
判

断
の
段
階
で
あ
り
、「
労
働
者
か
ら
の

職
場
復
帰
の
意
思
表
示
及
び
職
場
復
帰

可
能
の
診
断
書
の
提
出
」
で
構
成
さ
れ

る
。

〈
第
三
ス
テ
ッ
プ
〉

職
場
復
帰
の
可
否
の
判
断
及
び
職
場

復
帰
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
の
段
階
で
あ

り
、「
情
報
の
収
集
と
評
価
」、「
職
場

復
帰
の
可
否
に
つ
い
て
の
判
断
」、「
職

場
復
帰
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
」
で
構
成

さ
れ
る
。

〈
第
四
ス
テ
ッ
プ
〉

最
終
的
な
職
場
復
帰
の
決
定
の
段
階

で
あ
り
、「
労
働
者
の
状
態
の
最
終
確

認
」、「
就
業
上
の
措
置
等
に
関
す
る
意

見
書
の
作
成
」、「
事
業
者
に
よ
る
最
終

的
な
職
場
復
帰
の
決
定
」、「
そ
の
他
」

で
構
成
さ
れ
る
。

〈
第
五
ス
テ
ッ
プ
〉

職
場
復
帰
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

段
階
で
あ
り
、「
症
状
の
再
燃
・
再
発
、

新
し
い
問
題
の
発
生
等
の
有
無
の
確

認
」、「
勤
務
状
況
及
び
業
務
遂
行
能
力

の
評
価
」、「
職
場
復
帰
支
援
プ
ラ
ン
の

実
施
状
況
の
確
認
」、「
治
療
状
況
の
確

認
」、「
職
場
復
帰
支
援
プ
ラ
ン
の
評
価

と
見
直
し
」
で
構
成
さ
れ
る
。

２
�
職
場
復
帰
の
段
階
的
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
問
題

右
に
述
べ
た
「
職
場
復
帰
支
援
の
手

引
き
」
で
は
、「
休
業
中
の
労
働
者
か

ら
職
場
復
帰
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
る
と
、

事
業
者
は
労
働
者
に
対
し
て
主
治
医
に

よ
る
職
場
復
帰
可
能
の
判
断
が
記
さ
れ

た
診
断
書
（
復
職
診
断
書
）
を
提
出
す

る
よ
う
伝
え
る
。
診
断
書
に
は
就
業
上

の
配
慮
に
関
す
る
主
治
医
の
具
体
的
な

意
見
を
含
め
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。な

お
、
現
状
で
は
、
主
治
医
に
よ
る

診
断
書
の
内
容
は
、
病
状
の
回
復
程
度

を
中
心
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
労
働
者
や
家
族
の
希
望
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
職

場
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
最
終

的
な
職
場
復
帰
決
定
の
手
続
き
の
前
に
、

必
要
な
情
報
の
収
集
と
評
価
を
行
っ
た

上
で
職
場
復
帰
の
可
否
を
適
切
に
判
断

し
、
さ
ら
に
職
場
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
の
具
体
的
プ
ラ
ン
（
以
下
「
職
場
復

帰
支
援
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）
を
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

プ
ロ
セ
ス
は
、
本
手
引
き
に
お
け
る
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
を
中

心
に
、
管
理
監
督
者
、
当
該
労
働
者
の

間
で
十
分
に
話
し
合
い
、
良
く
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

心
の
健
康
づ
く
り
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

配
置
さ
れ
た
事
業
場
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
は
、
よ
り
専
門

的
な
立
場
か
ら
、
他
の
事
業
場
内
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
五
回
―

傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
６
）
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と
が
望
ま
れ
る
。

産
業
医
が
選
任
さ
れ
て
い
な
い
五
〇

人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
に
お
い
て
は
、

人
事
労
務
管
理
ス
タ
ッ
フ
及
び
管
理
監

督
者
等
、
又
は
衛
生
推
進
者
も
し
く
は

安
全
衛
生
推
進
者
が
、
主
治
医
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
ま
た
地
域
産
業
保

健
セ
ン
タ
ー
、
労
災
病
院
勤
労
者
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
場
外

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
最
終
的
な
職

場
復
帰
の
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
同

時
に
ま
と
め
て
検
討
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
が
、
通
常
、
職
場
復
帰
の
準
備

に
は
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
職
場
復
帰
前
の
面
談
等

は
、
実
際
の
職
場
復
帰
ま
で
に
十
分
な

準
備
期
間
を
設
定
し
た
上
で
計
画
・
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

職
場
復
帰
の
可
否
及
び
職
場
復
帰
支

援
プ
ラ
ン
に
関
す
る
話
し
合
い
の
結
果

に
つ
い
て
は
、「
職
場
復
帰
支
援
に
関

す
る
面
談
記
録
票
」
等
を
利
用
し
て
記

録
に
ま
と
め
、
関
係
者
が
そ
の
内
容
を

互
い
に
確
認
し
な
が
ら
そ
の
後
の
職
場

復
帰
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。」
と
し
て
い
る
。

「
職
場
復
帰
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
職
場
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
職
場
復
帰
支

援
プ
ラ
ン
と
し
て
作
成
す
る
。
通
常
、

元
の
就
業
状
態
に
戻
す
ま
で
に
は
い
く

つ
か
の
段
階
を
設
定
し
な
が
ら
経
過
を

み
る
。
プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た
っ
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た
内
容
及
び
期

間
の
設
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
労
働

者
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
計
画
に
基
づ

き
着
実
に
職
場
復
帰
を
進
め
る
こ
と
が

長
期
的
、
安
定
的
な
職
場
復
帰
等
に
つ

な
が
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
さ
せ
、
本

人
の
希
望
の
み
に
よ
っ
て
職
場
復
帰
支

援
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。」
と

さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
職
場
復
帰
可
否
に
つ
い

て
定
型
的
な
判
断
基
準
を
示
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ

て
総
合
的
な
判
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
労
働
者
の
業
務
遂
行
能
力
が

職
場
復
帰
時
に
は
未
だ
病
前
の
レ
ベ
ル

ま
で
は
完
全
に
改
善
し
て
い
な
い
こ
と

も
考
慮
し
た
上
で
、
職
場
の
受
け
入
れ

態
勢
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
場
復
帰
判
定
基

準
の
例
と
し
て
、
労
働
者
が
職
場
復
帰

に
対
し
て
十
分
な
意
欲
を
示
し
、
通
勤

時
間
帯
に
一
人
で
安
全
に
通
勤
が
出
来

る
こ
と
、
会
社
が
設
定
し
て
い
る
勤
務

時
間
の
就
労
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
業

務
に
必
要
な
作
業
（
読
書
及
び
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
作
業
・
軽
度
の
運
動
等
）
を
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
作
業
等
に

よ
る
疲
労
が
翌
日
ま
で
に
十
分
回
復
し

て
い
る
こ
と
等
の
他
、
適
切
な
睡
眠
覚

醒
リ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
昼
間

の
眠
気
が
な
い
こ
と
・
業
務
遂
行
に
必

要
な
注
意
力
・
集
中
力
が
回
復
し
て
い

る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。」
と
い

う
よ
う
に
、
職
場
復
帰
の
可
否
の
判
断

基
準
と
し
て
は
明
白
な
も
の
が
な
く
、

実
際
上
は
判
断
の
困
難
が
伴
う
の
が
特

徴
で
あ
る
。

３
�
試
し
出
勤
制
度
（
リ
ハ

ビ
リ
出
勤
制
度
）
の
導

入
こ
の
「
職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」

で
重
要
な
の
は
、「
試
し
出
勤
制
度
（
リ

ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
）」で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
同
手
引
き
は
、
こ
の
「
試
し

出
勤
制
度
」
が
整
備
さ
れ
て
い
る
事
業

場
や
、
事
業
場
外
の
職
場
復
帰
支
援
サ

ー
ビ
ス
等
が
利
用
可
能
な
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
実
際
的
な
判
断
が
可
能
と
な
る
。

「
社
内
制
度
と
し
て
試
し
出
勤
制
度

（
い
わ
ゆ
る
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
）
を

設
け
て
い
る
場
合
、
よ
り
早
い
段
階
で

職
場
復
帰
の
試
み
を
開
始
す
る
こ
と
が

出
来
、
結
果
と
し
て
早
期
の
復
帰
に
結

び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

労
働
者
自
身
が
実
際
の
職
場
に
お
い
て

自
分
自
身
及
び
職
場
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
復
帰
の
準
備
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
た
め
、
よ
り
高
い
職
場
復
帰
率
を

も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
制
度
の
運
用
に
お
い
て
は
、

試
し
出
勤
の
人
事
労
務
管
理
上
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
充
分
に
検
討
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
他
、
こ
の
制
度
が
職
場
の

都
合
で
な
く
労
働
者
自
身
の
主
体
的
な

考
え
や
判
断
に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
る

よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
ま
ず
は

現
職
へ
復
帰
」
の
原
則
と
し
、「
職
場

復
帰
に
関
し
て
は
現
職
へ
復
帰
さ
せ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
も
し
よ
り
好

ま
し
い
職
場
へ
の
配
置
転
換
や
異
動
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
新
し
い
環
境
へ
の

適
応
に
は
や
は
り
あ
る
程
度
の
時
間
と

心
理
的
負
担
を
要
す
る
た
め
で
あ
り
、

そ
こ
で
生
じ
た
負
担
が
疾
病
の
再
発
・

再
燃
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
職
場
復
帰
に
関
し
て
は
『
ま
ず

は
現
職
に
復
帰
』
を
原
則
と
し
、
今
後

配
置
転
換
や
異
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る

事
例
お
い
て
も
、
ま
ず
は
元
の
慣
れ
た

職
場
で
、
あ
る
程
度
の
ペ
ー
ス
が
つ
か

め
る
ま
で
業
務
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら

経
過
を
観
察
し
、
そ
の
上
で
配
置
転
換

や
異
動
を
考
慮
し
た
方
が
良
い
場
合
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
原
則
で
あ
り
、
異
動
等

を
誘
因
と
し
て
発
症
し
た
ケ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
現
在
の
新
し
い
職
場
に
上
手

く
適
応
出
来
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
適
応
出
来
て
い
た

以
前
の
職
場
に
戻
す
か
、
ま
た
は
他
の

適
応
可
能
と
思
わ
れ
る
職
場
へ
の
異
動

を
積
極
的
に
考
慮
し
た
方
が
良
い
場
合

が
あ
る
。
そ
の
他
、
職
場
要
因
と
個
人

要
因
の
不
適
合
が
生
じ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
等
に
お
い
て
も
、
本
人
や

職
場
、
主
治
医
等
か
ら
も
十
分
に
情
報

を
集
め
、
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
配

置
転
換
や
異
動
の
必
要
性
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
不
適
合
状
態
を
正
式
に
復
職

し
て
か
ら
生
じ
る
と
再
休
職
と
い
う
事

態
に
な
り
、
疾
病
が
遷
延
す
る
結
果
と

な
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
も
「
試

し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
）」制
度
の
導

入
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
休
職
期
間

の
ま
ま
行
う
べ
き
も
の
（
な
ぜ
な
ら
、

ま
ず
通
勤
出
来
る
こ
と
、
職
場
に
適
合

す
る
こ
と
等
が
主
目
的
で
あ
り
、
こ
れ

は
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
っ
て
就
労
と
異
な
る
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た
め
）
で
あ
る
。

４
�
試
し
出
勤
（
リ
ハ
ビ
リ

出
勤
）
は
休
職
期
間
中

の
ま
ま
行
っ
て
よ
い
か

正
常
な
勤
務
が
で
き
る
ま
で
に
は
回

復
し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
正
常
勤

務
が
で
き
る
よ
う
に
短
時
間
の
出
勤
就

業
を
認
め
、
次
第
に
就
業
時
間
を
増
や

し
、
ま
た
、
作
業
も
最
も
軽
度
の
作
業

か
ら
始
め
て
次
第
に
作
業
の
強
度
や
作

業
量
を
増
加
さ
せ
て
通
常
業
務
に
復
職

で
き
る
よ
う
に
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
的
な
出
社
や
就
業
を
も
っ
て
復
職

を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
会
社
が
用

意
す
る
企
業
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
復
職
支
援
措
置
と
し
て

の
リ
ハ
ビ
リ
出
社
の
場
合
、
こ
の
期
間

を
休
職
の
ま
ま
で
（
す
な
わ
ち
就
労
義

務
の
免
除
の
ま
ま
）
行
っ
て
よ
い
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
原
告
は
、

勤
務
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

復
職
し
て
現
実
に
労
務
を
提
供
し
て
お

り
、
そ
の
程
度
も
正
規
の
勤
務
時
間
の

六
割
勤
務
か
ら
七
割
勤
務
と
な
っ
て
、

通
常
勤
務
に
復
帰
す
る
の
も
間
近
と
い

う
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
場
合
を
含
め
、
一
律
に
、『
治

癒
し
て
出
勤
又
は
復
職
し
』
た
場
合
に

あ
た
ら
な
い
と
す
る
休
職
規
程
の
運
用

通
達
は
、
休
職
規
定
の
解
釈
と
し
て
合

理
性
を
欠
く
旨
主
張
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
検
討
す
る
に
、
勤
務
軽
減

措
置
は
、
各
種
疾
病
に
罹
患
し
治
療
中

の
職
員
に
対
し
、
疾
病
の
回
復
促
進
を

図
る
健
康
管
理
上
の
措
置
と
し
て
、
必

要
に
応
じ
正
規
の
勤
務
時
間
の
二
割
以

内
で
病
休
を
承
認
し
て
勤
務
の
軽
減
を

行
う
措
置
で
あ
る
が
、
精
神
疾
患
等
の

一
定
の
疾
病
の
罹
患
者
に
つ
い
て
は
、

病
態
の
回
復
促
進
を
更
に
図
る
た
め
に

勤
務
軽
減
の
限
度
を
正
規
の
勤
務
時
間

の
五
割
以
内
と
す
る
特
例
措
置
を
六
月

以
内
に
限
っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
勤
務
軽
減
措

置
通
達
）、
こ
の
よ
う
に
、
特
例
措
置

は
、
病
態
の
回
復
促
進
を
更
に
図
り
早

期
に
通
常
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
六
月
以
内
の
期
間
に
限
っ
て

適
用
さ
れ
る
勤
務
軽
減
措
置
の
特
例
で

あ
る
。
そ
し
て
、
適
用
期
間
が
六
月
を

経
過
し
て
も
通
常
勤
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
直
ち
に
休
養

に
専
念
（
休
職
）
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
（
勤
務
軽
減
措
置
通

達
）、
こ
の
よ
う
に
、
特
例
措
置
が
早

期
に
通
常
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
健
康
管
理
上
の

措
置
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
特
例

措
置
を
受
け
て
い
た
期
間
中
は
、
病
気

が
治
癒
し
て
勤
務
し
た
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
出
勤

前
後
の
勤
務
し
な
い
期
間
又
は
休
職
期

間
が
通
算
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
に
は
、

合
理
性
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ほ
か
に
、
休
職
規
程
に
定
め

る
『
治
癒
し
て
出
勤
又
は
復
職
し
』
た

場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
限
定
的
に
解

す
べ
き
法
的
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
休
職
規
程
の
運
用
通

達
の
解
釈
基
準
と
し
て
合
理
性
を
欠
く

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
平
一
五
・

五
・
三
〇
大
阪
地
裁
判
決
、
日
本
郵
政

公
社
事
件
、
労
経
速
一
八
四
七
号
二
一

頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
通
常
の
勤
務
が
で
き

な
い
と
い
う
債
務
の
本
旨
に
従
う
履
行

で
は
な
い
軽
減
勤
務
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
に
つ
い
て
は
、
正
式
に
復

職
と
し
て
取
り
扱
わ
ず
、
休
職
期
間
の

ま
ま
で
差
し
支
え
な
い
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
と
し
て

の
出
社
期
間
中
に
通
常
勤
務
へ
の
復
職

が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
休
職
期
間
満
了

に
よ
る
退
職
・
解
雇
は
差
し
支
え
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
わ
が
国
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

（
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
）
は
、
専

門
分
野
等
の
合
法
就
労
者
約
六
〇
万
人
、
永

住
者
約
一
〇
万
人
、
不
法
就
労
者
約
二
〇
万

人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
年
の
一
〇
月
一
日

か
ら
、
不
法
就
労
者
の
あ
ぶ
り
出
し
で
は
な

い
か
と
批
判
さ
れ
て
い
る
「
外
国
人
雇
用
状

況
届
出
」
制
度
が
施
行
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
雇
用
対
策
法
が
改
正
さ
れ
、
同

法
第
二
十
八
条
で
「
事
業
主
は
、
新
た
に
外

国
人
を
雇
い
入
れ
た
場
合
又
そ
の
雇
用
す
る

外
国
人
が
離
職
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
の

氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
そ
の
他
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
確
認
し
、
当
該

事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
罰
則
つ
き
の
届

出
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

届
出
が
必
要
な
外
国
人

は
、
特
別
永
住
者
（
戦
前

か
ら
引
き
続
き
わ
が
国
に
居
住
す
る
韓
国
・

朝
鮮
・
台
湾
の
人
々
と
そ
の
子
孫
の
法
的
地

位
の
安
定
を
図
る
た
め
の
「
出
入
国
管
理
に

関
す
る
特
例
法
」
の
規
定
に
よ
り
永
住
が
認

め
ら
れ
て
い
る
人
）
と
「
外
交
」、「
公
用
」

の
資
格
者
を
除
く
す
べ
て
の
「
外
国
人
労
働

者
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
数
の
者
が

就
労
し
て
い
る
日
系
二
世
・
三
世
及
び
そ
の

家
族
等
の
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
又
は
法

務
大
臣
の
告
示
で
「
定
住
者
」
と
し
て
の
在

留
資
格
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
就
労
活
動
に
制

限
が
な
い
日
系
の
外
国
人
を
含
む
す
べ
て
の

者
の
届
出
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
技
能

実
習
制
度
に
よ
る
実
習
生
も
含
ま
れ
る
。
届

出
を
要
す
る
の
は
、
平
成
一
九
年
一
〇
月
一

日
時
点
で
現
に
雇
用
し
て
い
る
外
国
人
の
す

べ
て
、
そ
の
後
新
た
に
外
国
人
を
雇
い
入
れ

た
場
合
又
は
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
が
離
職

し
た
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
格
外
活
動

の
許
可
を
受
け
て
就
労
す
る
外
国
人
労
働
者

に
つ
い
て
は
、「
旅
券
又
は
外
国
人
登
録
証

明
書
及
び
資
格
外
活
動
許
可
書
又
は
就
労
資

格
証
明
書
の
提
示
を
求
め
」、
そ
れ
以
外
の

外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、「
当
該
外
国

人
労
働
者
の
旅
券
又
は
外
国
人
登
録
証
明
書

の
提
示
を
求
め
」
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
確

認
し
、
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
日
時
点
で
現

に
雇
い
入
れ
て
い
る
外
国
人
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
日
ま
で
の
間

に
、
届
出
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
雇

い
入
れ
た
者
の
届
出
に
あ
た
っ
て
は
雇
い
入

れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
一
〇
日
ま
で
に
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
と
併
せ
て
、

必
要
事
項
を
届
け
出
る
こ
と
と
し
た
。
離
職

に
係
わ
る
届
出
に
あ
っ
て
は
離
職
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
以
内
に
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
出
と
併
せ
て
、

必
要
事
項
を
届
け
出
る
こ
と
と
な
り
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
資
格
を
有
さ
な
い
外
国
人
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
雇
い
入
れ
又
は
離
職
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
当

該
事
業
主
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

届
出
事
項
は
、
�
氏
名
、
�
在
留
資
格（
資

格
外
活
動
の
許
可
を
得
て
就
労
す
る
者
に
あ

っ
て
は
当
該
許
可
を
含
む
。）、
�
在
留
期
間
、

�
国
籍
、
�
生
年
月
日
、
�
性
別
、
�
職
種
、

住
所
等
の
雇
用
保
険
の
届
に
記
載
す
べ
き
雇

用
状
況
等
に
関
す
る
事
項
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
資
格
を
有
さ
な
い
外
国
人
に
つ
い
て
は
、

�
か
ら
�
で
あ
る
。
そ
し
て
、法
務
省
は
、厚

労
省
に
こ
の
情
報
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
に
よ
り
外
国
人
の
不
法
就
労
活
動

を
防
止
し
、
労
働
力
の
不
適
正
な
供
給
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

厳
し
い
外
国
人
雇
用
届
出
制

弁
護
士

安
西

�
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報
告
書
「
地
域
経
済
の
活
性
化
を
担
う
地
元

企
業
の
役
割
」
発
表

―
地
元
の
資
源
で
事
業
展
開
／
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
機
能
充
実
な
ど
指
摘

日
本
経
団
連
は
６
月
１９
日
、
報
告
書
「
地
域
経
済
の

活
性
化
を
担
う
地
元
企
業
の
役
割
」
を
発
表
し
た
。
報

告
書
は
、
地
域
経
済
を
め
ぐ
る
環
境
が
変
化
す
る
中
、

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
経
済
活
動
の
主
た
る
担
い

手
で
あ
る
地
元
企
業
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
提
示
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
報
告
書
の
概
要

は
次
の
と
お
り
。

■

激
変
す
る
地
域
経
済
を
め
ぐ
る
環
境

地
域
経
済
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
�
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
伴
う
産
業
立
地
の
地
域
間
競
争
の
激
化
�
公
共

事
業
依
存
な
ど
の
従
来
型
の
発
展
モ
デ
ル
か
ら
の
転
換

の
必
要
性
�
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
う
地
域
経
済
活

動
に
対
す
る
先
行
き
懸
念
の
増
大

な
ど
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。

地
域
経
済
は
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
そ
の
打
開
策
も
一
様
で
は
な
い
。
ま
た
、
地
域
の

活
動
を
支
え
る
主
体
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
報
告
書

で
は
地
域
経
済
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
地
元
企
業
の

役
割
に
注
目
し
た
。

■

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
期
待
さ
れ
る
地
元
企
業

の
役
割

地
域
経
済
の
活
性
化
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
生
活
し
、

拠
点
を
据
え
て
活
動
し
て
い
る
企
業
・
経
営
者
が
、
地

域
経
済
発
展
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
特
に
地
元
で
事
業
を
続
け
て
き
た
経
営
者
の

知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
地
域
経
済
全
体
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
も
有
用
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
製
造
業
・
非

製
造
業
を
問
わ
ず
、
地
元
に
あ
る
資
源
を
希
少
価
値
の

あ
る
も
の
と
と
ら
え
た
上
で
、
地
元
企
業
は
こ
れ
ら
を

競
争
力
の
源
泉
と
し
て
活
用
し
つ
つ
事
業
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
全
体
と
し

て
、
地
域
外
か
ら
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
モ
ノ
な
ど
の
経
営
資

源
を
引
き
入
れ
て
い
く
こ
と
を
、
透
徹
し
た
戦
略
を
も

っ
て
実
施
し
て
い
く
と
い
う
発
想
が
必
要
で
あ
る
。

■

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
�
地

域
内
協
力
体
制
の
強
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
�
地

域
資
源
の
発
掘
と
活
用
�
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築

と
定
着
の
推
進
�
流
通
・
販
売
シ
ス
テ
ム
の
改
革
�
文

化
的
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
活
用
�
産
学
官
連
携
の
推
進
	
企
業
間
連
携
の
推
進

な
ど
の
施
策
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
や
諸
機
関

と
の
連
携
を
円
滑
に
進
め
、
地
域
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め

て
そ
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
い
く
と
い
う
「
触

媒
の
機
能
」
と
し
て
の
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
」
の

展
開
・
充
実
が
カ
ギ
と
な
る
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
り
得
る
人
材
は
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
存
在
す
る
が
、
中
で
も
、
企
業
活
動
に

精
通
し
た
人
材
（
企
業
の
Ｏ
Ｂ
、
企
業
活
動
を
よ
く
理

解
し
て
い
る
経
済
団
体
、
支
援
団
体
、
地
方
自
治
体
の

職
員
な
ど
）
が
、
有
力
な
候
補
で
あ
る
。
地
域
の
企
業

経
営
者
に
お
い
て
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重

要
性
を
よ
く
認
識
し
、
有
用
な
人
材
の
発
掘
・
育
成
と

い
っ
た
積
極
的
な
人
的
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
。

■

人
を
引
き
付
け
る
地
域
づ
く
り

富
�
付
加
価
値
を
生
み
出
す
主
体
で
あ
る
地
域
の
企

業
が
活
力
を
得
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
が
自

信
を
取
り
戻
す
こ
と
に
直
結
す
る
。
地
域
の
資
源
を
活

用
し
、
域
外
市
場
か
ら
も
必
要
な
資
源
を
取
り
込
み
、

元
気
な
企
業
・
人
々
が
活
動
し
て
い
る
地
域
に
、
人
々

は
引
き
付
け
ら
れ
る
。
豊
富
な
経
験
と
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
企
業
の
経
営
者
が
そ
の
よ
う
な
視
点
を
持
ち
、

地
域
経
済
全
体
の
活
動
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
支
え
る
よ
う
な
ソ
フ
ト

面
、
ハ
ー
ド
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
を
、
企
業
経
営
者
の
み

な
ら
ず
地
方
自
治
体
、
経
済
団
体
、
支
援
団
体
、
大
学
、

研
究
機
関
な
ど
が
協
力
し
つ
つ
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化
施
策
の
方
向
性
で
あ
る
。

「
２
０
０
７
年
度
日
本
経
団
連
規
制
改
革
要

望
」
を
公
表

―
１４
分
野
２
０
５
項
目
取
り
ま
と
め
る

日
本
経
団
連
は
６
月
２９
日
、
１４
分
野
２
０
５
項
目
か

ら
な
る
「
２
０
０
７
年
度
日
本
経
団
連
規
制
改
革
要

望
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
会
員
企

業
・
団
体
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
直
面
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
規
制
改
革
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
５
月
１５
日
に
公
表
し
た
提

言
「
規
制
改
革
の
意
義
と
今
後
の
重
点
分
野
・
課
題
」

（
５
月
１７
日
号
既
報
）
を
具
体
的
な
事
例
に
よ
っ
て
補

完
す
る
も
の
で
あ
る
。

■

８７
項
目
が
新
規
の
要
望
に

「
２
０
０
７
年
度
日
本
経
団
連
規
制
改
革
要
望
」の
概
要

日
本
経
団
連
で
は
毎
年
、
全
会
員
企
業
・
団
体
を
対

象
に
「
規
制
改
革
要
望
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
て

い
る
。
今
年
は
３
月
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
同
調
査

を
行
い
、
１
３
７
の
企
業
・
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
７

１
７
の
回
答
を
も
と
に
、
内
容
を
精
査
す
る
な
ど
し
て

１４
分
野
２
０
５
項
目
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
２
０
５
項
目
の
内
、
４２
％
に

当
た
る
８７
項
目
が
新
規
の
要
望
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

分
野
別
の
項
目
数
は
、
昨
年
度
と
同
様
、
雇
用
・
労
働

分
野
（
３４
項
目
）
や
運
輸
・
流
通
・
貿
易
諸
制
度
分
野

（
２３
項
目
）、
企
業
年
金
分
野
（
２２
項
目
）、
土
地
・
住

宅
・
都
市
再
生
・
観
光
分
野
（
２０
項
目
）、
金
融
・
保

険
・
証
券
分
野
（
２０
項
目
）
で
多
く
、
こ
れ
ら
の
分
野

で
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
要
望
内
容
の
属
性
に
基
づ
く
分
類
で
み
る
と
、

各
種
手
続
き
や
審
査
の
迅
速
化
・
合
理
化
を
求
め
る
声

が
大
き
い
実
情
を
反
映
し
て
、
６７
項
目
が
行
政
手
続
き

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

育
児
休
業
、
空
港
の
利
便
性
、
官
業
の
民
間
開
放
に
関

す
る
要
望

個
別
要
望
の
例
と
し
て
は
、
雇
用
・
労
働
分
野
で
は
、

企
業
に
よ
る
柔
軟
な
育
児
休
業
制
度
の
導
入
を
促
進
す

る
観
点
か
ら
、
子
ど
も
が
１
歳
未
満
の
時
点
で
従
業
員

が
２
度
目
の
育
児
休
業
に
入
っ
た
場
合
は
、
社
会
保
険

料
の
免
除
と
雇
用
保
険
の
育
児
休
業
給
付
金
の
受
給
を

可
能
と
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
求
め
た
。
ま
た
、
土
地
・

住
宅
・
都
市
再
生
・
観
光
分
野
で
は
、
国
内
・
海
外
の

航
空
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
人
流
・
物
流
面

に
お
け
る
競
争
力
を
強
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
羽
田
空

港
の
実
質
的
な
２４
時
間
化
の
実
現
と
、
全
時
間
帯
で
の

国
際
定
期
便
の
運
航
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
官
業
の
民
間
開
放
を
推
進
す
る
観
点
か
ら

は
、
地
方
税
の
消
滅
時
効
に
よ
る
不
納
欠
損
処
理
が
都

道
府
県
と
市
町
村
で
合
わ
せ
て
約
７
０
０
億
円
に
上
る

現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
徴
税
業
務
に
お
け
る
一
連
の

プ
ロ
セ
ス
を
、
一
定
の
服
務
規
律
を
課
し
た
民
間
事
業

者
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

要
望
の
実
現
に
向
け
て

こ
れ
ら
２
０
５
項
目
の
要
望
は
、
発
表
と
同
時
に
、

政
府
が
６
月
に
実
施
し
た
規
制
改
革
要
望
等
の
集
中
受

付
月
間
「
あ
じ
さ
い
月
間
」
に
提
出
し
て
お
り
、
今
後
、

規
制
改
革
会
議
等
と
の
連
携
を
通
じ
て
実
現
を
め
ざ
す

こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
７
月
５
日
に
は
、
前
田
晃

伸
副
会
長
・
行
政
改
革
推
進
委
員
長
が
渡
辺
喜
美
規
制

改
革
担
当
大
臣
を
訪
問
し
、
各
要
望
の
実
現
を
働
き
掛

け
た
。

夏
季
賞
与
・
一
時
金

大
手
妥
結
結
果
最
終
集
計

―
１
８
３
社
平
均
９１
万
２
８
６
円
／
昨
年
比

３
・
０１
％
増

日
本
経
団
連
が
７
月
１８
日
に
発
表
し
た
「
２
０
０
７

年
夏
季
賞
与
・
一
時
金
大
手
企
業
妥
結
結
果
（
加
重
平

均
）」（
最
終
集
計
）
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
従
業
員

５
０
０
人
以
上
、
２１
業
種
２
６
９
社
）
の
８９
・
２
％
に

当
た
る
２
４
０
社
が
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
平

均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
１
８
３
社
の
妥
結
額
平
均
は
９１

万
２
８
６
円
、
前
年
夏
季
比
３
・
０１
％
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
回
の
集
計
結
果
を
前
年
夏
季
の

最
終
集
計
結
果
（
１
９
６
社
、
８８
万
３
６
９
５
円
）
と

比
べ
る
と
２
万
６
５
９
１
円
増
と
な
っ
て
お
り
、
金
額

は
４
年
連
続
し
て
過
去
最
高
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、

初
め
て
９０
万
円
台
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
前
年
夏
季
比

は
５
年
連
続
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
５
２

社
の
妥
結
額
平
均
は
９３
万
８
７
６
円
、前
年
夏
季
比
３
・

１４
％
で
、
前
年
夏
季
の
最
終
集
計
結
果
（
９０
万
２
４
９

５
円
）
を
２
万
８
３
８
１
円
上
回
っ
て
お
り
、
５
年
連

続
で
過
去
最
高
額
を
更
新
。
一
方
、
非
製
造
業
３１
社
の

妥
結
額
平
均
は
８５
万
３
０
１
３
円
、
前
年
夏
季
比
１
・

３８
％
で
、
前
年
夏
季
の
最
終
集
計
結
果
（
８４
万
１
４
１

０
円
）
を
１
万
１
６
０
３
円
上
回
っ
て
お
り
、
１
９
９

８
年
以
来
、
９
年
ぶ
り
に
過
去
最
高
額
を
更
新
し
た
。

最
多
分
布
は
「
９０
万
円
以
上
」

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
９０
万
円
以
上
」（
３０
社
、

１８
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
６５
万
円
〜
７０

万
円
未
満
」（
２４
社
、
１４
・
８
％
）
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
４０
万
円
未
満
」
お
よ
び
「
４０
万
円
〜
４５

万
円
未
満
」の
分
布
が
著
し
く
少
な
い
状
況
に
あ
る（
お

の
お
の
１
社
、
０
・
６
％
）。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
、「
０
・
０
〜

２
・
０
％
未
満
」（
３０
社
、
１８
・
９
％
）で
、
以
下「
２
・

０
〜
４
・
０
％
未
満
」（
２３
社
、
１４
・
５
％
）、「
４
・
０

〜
６
・
０
％
未
満
」（
２２
社
、
１３
・
８
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
夏
季
と
比
べ
て
プ
ラ
ス
で
妥
結
し
た
企
業
が

多
い
も
の
の
、
マ
イ
ナ
ス
で
妥
結
し
た
企
業
も
４７
社
、

２９
・
６
％
あ
っ
た
。

春
季
労
使
交
渉
・
中
小
妥
結
結
果
最
終
集
計

―
６
８
０
社
平
均
４
１
４
９
円
、
１
・
６４
％

日
本
経
団
連
は
７
月
１８
日
、「
２
０
０
７
年
春
季
労

使
交
渉
・
中
小
企
業
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」（
最
終

集
計
）を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象（
従

業
員
５
０
０
人
未
満
、
１７
業
種
７
６
５
社
）
の
８９
・
２

％
に
当
た
る
６
８
２
社
で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち

平
均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
６
８
０
社
の
妥
結
額
平
均
は

４
１
４
９
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
６４
％
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
前
年
の
最
終
集
計
結
果
（
６
５
５
社
、
３
９

０
１
円
、
１
・
５４
％
）
と
比
べ
て
、
金
額
で
２
４
８
円
、

率
で
０
・
１０
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
金

額
・
ア
ッ
プ
率
と
も
に
５
年
連
続
で
前
年
を
上
回
る
と

と
も
に
、
６
年
ぶ
り
に
最
終
集
計
結
果
が
４
千
円
台
と

な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
と
の
比
較
で
は
微
増
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
４
７
０

社
の
妥
結
額
平
均
は
４
５
０
０
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
７３

％
と
な
り
、
前
年
の
最
終
集
計
結
果
（
４
５
４
社
、
４

２
３
３
円
、
１
・
６４
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
２
６

７
円
、
率
で
０
・
０９
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。
一
方
、
非

製
造
業
２
１
０
社
の
妥
結
額
平
均
は
３
３
６
８
円
、
ア

ッ
プ
率
１
・
４０
％
と
な
り
、
前
年
の
最
終
妥
結
結
果（
２

０
１
社
、
３
１
９
８
円
、
１
・
３３
％
）
と
比
べ
る
と
、

金
額
で
１
７
０
円
、
率
で
０
・
０７
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
る
。

規
模
別
で
は
、「
３
０
０
人
以
上
」（
１
２
９
社
）
は

４
４
１
０
円
、
１
・
７０
％
、「
１
０
０
〜
３
０
０
人
未

満
」（
３
２
６
社
）
は
３
９
９
８
円
、
１
・
５９
％
、「
１

０
０
人
未
満
」（
２
２
５
社
）
は
３
６
８
０
円
、
１
・

５４
％
と
な
っ
て
お
り
、
規
模
の
大
き
い
方
が
額
・
率
と

も
に
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

臨
時
総
会
を
開
催

―
新
副
会
長
２
氏
を
選
任

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
７
月
３１
日
、

東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
会
員
代
表
者
約
２
５

０
名
の
出
席
を
得
て
臨
時
総
会
（
第
７
回
総
会
）
を
開

催
し
、
役
員
等
の
選
任
を
行
っ
た
。

臨
時
総
会
で
は
、
新
た
に
佃
和
夫
三
菱
重
工
業
会
長
、

氏
家
純
一
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
が
副
会
長
に

選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
方
団
体
長
会
議
長
に
は
、
氏

家
副
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。
な
お
、
副
会
長
、
地
方
団

体
長
会
議
長
を
退
任
し
た
江
頭
邦
雄
味
の
素
会
長
は
、

顧
問
に
就
任
し
た
。

■

御
手
洗
会
長
と
新
副
会
長
が
記
者
会
見

総
会
後
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に
は
、
御
手
洗
会
長

と
と
も
に
、
新
任
の
佃
、
氏
家
両
副
会
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
御
手
洗
会
長
は
「
近
年
、
日
本
経
団
連
の
活
動

は
格
段
に
広
が
り
を
増
し
て
お
り
、
副
会
長
の
果
た
す

べ
き
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
。「
両
副

会
長
に
は
、
い
か
ん
な
く
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と

の
期
待
を
示
し
た
。
続
い
て
、
佃
副
会
長
が
「
大
変
、

責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
世
界
的
な
規
模
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い

て
も
、
重
工
業
界
の
立
場
か
ら
意
見
、
解
決
策
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
総
合
的
に
提
案
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。
一
方
、
氏
家
副
会
長
は
「
日
本
経
団
連
は
、

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
１０
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
て
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
段
階
に

あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
財
政
健
全
化
の
目
標
、
国

と
地
方
の
関
係
の
あ
り
方
な
ど
の
具
体
的
な
論
点
に
つ

い
て
検
証
し
、
提
言
を
ま
と
め
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

業
績
は
賞
与
・
一
時
金
に
反
映
、
ヒ
ト
中
心

の
経
営
問
題
論
議
の
場
に

―
春
季
労
使
交
渉
総
括

日
本
経
団
連
は
毎
年
、
そ
の
年
の
春
季
労
使
交
渉
の

回
答
・
妥
結
結
果
を
大
手
企
業
・
中
小
企
業
別
に
集
計

し
て
い
る
。
今
年
も
、
大
手
企
業
に
つ
い
て
は
６
月
７

日
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
７
月
１９
日
に
最
終
集
計
を

発
表
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
の
春
季
労
使
交
渉
を
総
括

す
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２０―



初任給水準 ―全産業―
現業系

上昇率
（％）

―

―

―

―

０．６１
（０．３５）
１．１１
（０．２４）

注：（ ）内は２００６年度初任給の上昇率

金額
（円）

―

―

―

―

１６２，７５３

１４１，０１４

技術系
上昇率
（％）
０．６０
（０．４０）
０．５８
（０．３９）
０．６７
（０．３７）
０．５２
（０．２９）
０．５７
（０．３１）

―

金額
（円）

２２４，４７８

２０６，５７９

１８１，８５３

１７５，４９１

１６２，５７９

―

事務系
上昇率
（％）
０．５６
（０．４６）
０．６６
（０．３６）

―

０．６１
（０．２３）
０．６０
（０．３４）

―

金額
（円）

２２３，１３１

２０５，０７４

―

１７２，５７７

１６１，２７３

―

区分

大 学 院
（修士）卒

大 学 卒

高 専 卒

短 大 卒

高 校 卒

中 学 卒

日
本
経
済
は
景
気
回
復
局
面
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

地
域
や
業
種
、
企
業
ご
と
に
そ
の
回
復
度
合
い
に
差
が

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
日
本
経
団
連
は
２

０
０
７
年
版
「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」（
経
労

委
報
告
、
１
月
１
日
号
既
報
）
に
お
い
て
、
春
季
労
使

交
渉
に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
示
し
た
。

同
報
告
で
は
、
絶
え
ざ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）

に
よ
り
生
産
性
を
上
げ
企
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
こ

と
が
不
可
欠
と
の
立
場
か
ら
、
賃
金
水
準
を
一
律
に
引

き
上
げ
る
市
場
横
断
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は

も
は
や
あ
り
得
な
い
こ
と
、
ま
た
、
個
別
企
業
に
お
け

る
賃
金
決
定
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
経
営
状
況
や
支
払

能
力
を
踏
ま
え
た
上
で
、
個
別
労
使
で
論
議
す
べ
き
こ

と
を
改
め
て
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
企
業
の
好
業
績
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
短
期
的
な
成
果
に
つ
い
て
は
、賞
与
・

一
時
金
に
反
映
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
の
考
え
方

を
示
し
た
。

他
方
、
労
働
組
合
の
賃
金
要
求
を
み
る
と
、「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
」
の
要
求
を
継
続
な
い
し
復
活
さ
せ
た
組
合

も
み
ら
れ
た
も
の
の
、「
賃
金
改
善
」
や
「
定
期
昇
給

分
（
賃
金
体
系
維
持
分
）」と
い
う
組
合
が
比
較
的
多
く
、

さ
ら
に
は
「
要
求
な
し
」
と
い
う
組
合
も
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
労
働
組
合
の
要
求
に
対
す
る
経
営
側
の
回
答

や
妥
結
内
容
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求
や
賃
金
改
善
要

求
に
応
じ
た
企
業
、定
期
昇
給
分（
賃
金
体
系
維
持
分
）

の
み
と
回
答
し
た
企
業
の
ほ
か
、
継
続
協
議
す
る
と
回

答
し
た
企
業
も
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
ま

た
、賃
金
改
善
の
具
体
的
内
容
も
各
種
手
当
の
改
善
、割

増
賃
金
の
改
訂
等
、
各
社
の
対
応
に
違
い
が
み
ら
れ
た
。

賃
上
げ
に
関
す
る
妥
結
結
果
の
最
終
集
計
（
日
本
経

団
連
調
べ
、
全
産
業
平
均
）
を
み
る
と
、
大
手
企
業
の

妥
結
額
平
均
は
６
２
０
２
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
９０
％
、

中
小
企
業
の
妥
結
額
平
均
は
４
１
４
９
円
、
ア
ッ
プ
率

１
・
６４
％
と
な
っ
た
。
最
終
集
計
の
総
平
均
と
し
て
は

大
手
企
業
で
６
年
ぶ
り
の
６
０
０
０
円
台
、
中
小
企
業

で
６
年
ぶ
り
に
４
０
０
０
円
台
と
な
っ
た
。

他
方
、
今
年
の
夏
季
賞
与
・
一
時
金
の
大
手
企
業
の

妥
結
結
果
（
日
本
経
団
連
調
べ
、
全
産
業
平
均
）
は
９１

万
２
８
６
円
、
前
年
夏
季
比
３
・
０１
％
で
、
金
額
と
し

て
は
４
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
最
終
集
計
と

し
て
は
初
の
９０
万
円
台
を
記
録
。
こ
の
こ
と
は
、
自
社

の
状
況
を
踏
ま
え
た
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
業
績
は
主

に
賞
与
・
一
時
金
に
反
映
し
て
従
業
員
に
報
い
る
と
の

考
え
が
定
着
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

賃
金
以
外
の
項
目
で
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の

取
得
期
間
延
長
を
は
じ
め
と
し
た
次
世
代
育
成
支
援
に

か
か
わ
る
施
策
、
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
検
討
す
る

機
関
の
設
置
や
年
休
の
計
画
的
取
得
等
、
労
働
時
間
短

縮
に
か
か
わ
る
施
策
、キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
な
ど
、従
業

員
の
働
き
方
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
が
取
り
上
げ

ら
れ
、労
使
合
意
に
至
る
企
業
も
み
ら
れ
た
。こ
の
よ
う

に
、
賃
金
問
題
の
要
求
お
よ
び
回
答
の
内
容
等
は
各
社

で
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
ま
た
春
季
労
使
交
渉
は
賃
金

問
題
以
外
に
も「
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た
経
営
の
問
題
」を

広
く
論
議
す
る
場
と
い
う
位
置
付
け
が
定
着
し
て
き
た
。

日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
、
設
立
記
念
講

演
会
開
催

６
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
、
７
月
２３
日
、
東
京
・

大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
、
設
立
記
念
講
演
会
・
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
、
日
本
経
団
連
役
員
や
会
員
代
表
者
、

関
係
者
ら
が
講
演
会
に
は
約
３
５
０
名
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
約
４
５
０
名
出
席
し
た
。
講
演
会
冒
頭
に
あ
い
さ

つ
し
た
御
手
洗
会
長
は
、
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

の
設
立
目
的
や
活
動
内
容
な
ど
を
説
明
、
�
日
本
経
団

連
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
日
本
経
団
連
が
提
言

す
る
政
策
の
内
容
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
紹
介
し
た
り
、
書
籍
を
発
刊
す
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
、
企
業
や
国
民
の
理
解
を
広
く
得
ら
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
く
�
実
際
に
政
策
提
言
が
実
現
し
て
変
更

さ
れ
た
諸
制
度
や
新
た
な
法
律
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

変
更
内
容
が
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
に
解
説
書
を
発
行
し

た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
会
員
や

企
業
に
わ
か
り
や
す
い
形
に
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報

を
提
供
し
て
い
く
�
各
種
の
研
修
や
人
材
育
成
事
業
を

通
し
て
、
企
業
の
発
展
を
支
え
る
高
度
人
材
、
時
代
を

担
う
有
為
な
人
材
の
養
成
と
い
っ
た
経
営
支
援
活
動
も

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く

と
述
べ
た
。

講
演
で
は
、
三
井
物
産
常
務
執
行
役
員
の
寺
島
実
郎

氏
が
「
世
界
潮
流
と
日
本
の
針
路
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
世
界
と
日
本
の
経
済
・
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
、

具
体
的
数
字
を
挙
げ
て
解
説
し
た
。

続
く
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、ま
ず
森
田
富
治
郎
監
事（
日

本
経
団
連
副
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、「
日
本
経
団
連

は
、
か
ね
て
構
造
改
革
の
推
進
を
加
速
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
提
言
を
行
い
、
政
治
や
行
政
に
対
し
強

く
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
政
策
を
実

現
す
る
に
は
、
経
済
界
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
民
の
理

解
と
支
持
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
日

本
経
団
連
は
政
策
提
言
の
内
容
の
周
知
を
図
る
た
め
に
、

出
版
や
研
修
、
情
報
提
供
事
業
な
ど
を
行
う
新
法
人
を

設
立
し
た
」
と
設
立
の
経
緯
を
改
め
て
紹
介
、
支
援
と

協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
西
室
泰
三
日
本
経
団

連
評
議
員
会
議
長
は
、「
日
本
経
団
連
が
も
っ
と
効
率

的
に
、
し
か
も
社
会
に
貢
献
の
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
御
手
洗

会
長
を
中
心
と
し
て
考
え
た
成
果
が
日
本
経
団
連
事
業

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
組
織
の
設
立
で
あ
る
。
日
本
経
団
連

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
人
材
を
育
成
し
、
出
版
物
を
発
行
す

る
と
い
っ
た
活
動
を
前
向
き
に
実
施
で
き
る
活
動
部
隊

が
、
こ
こ
に
発
足
し
た
」
と
述
べ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
こ
の
ほ
か
、
茂
木
賢
三
郎
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
副
会
長
・
日
本
経
団
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
倉
地
康
孝
弁
護
士
・
経
営
法
曹
会
議
代
表
幹

事
ほ
か
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

会
計
基
準
の
国
際
的
収
斂
の
進
め
方
で
考
え

方
を
取
り
ま
と
め

―
Ｅ
Ｕ
が
進
め
る
同
等
性
評
価
へ
の
着
実
な

対
応
な
ど
促
す

日
本
経
団
連
の
経
済
法
規
委
員
会
企
業
会
計
部
会

（
八
木
良
樹
部
会
長
）
は
８
月
８
日
、
急
速
に
進
む
会

計
基
準
の
国
際
的
な
収
斂
（
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
）
に

つ
い
て
、
今
後
の
わ
が
国
の
取
り
組
み
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
概
要
は
次

の
と
お
り
。

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
金
融
証
券
市

場
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
会
計
基
準
の
国
際
的
コ
ン
バ
ー

ジ
ェ
ン
ス
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。国
際
会
計
基
準（
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
を
統
一
基
準
と
す
る
Ｅ
Ｕ
で
は
、
２
０
０
９

年
か
ら
外
国
企
業
に
対
し
て
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
か
こ
れ
と
同

等
以
上
の
会
計
基
準
の
適
用
を
義
務
付
け
、
現
在
、
日

本
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
国
の
会
計
基
準
の
同
等
性
評

価
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
と
Ｅ
Ｕ
は
連
携
を
深

め
、
先
般
、
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
取
引
委
員
会
）
は
０９

年
を
目
途
に
、
外
国
企
業
の
米
国
上
場
に
際
し
て
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
無
条
件
に
容
認
す
る
と
い
う
画
期
的
な
規
則

改
定
案
を
公
表
し
、
さ
ら
に
米
国
企
業
に
対
し
て
も
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
の
上
場
を
容
認
す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
米
で
は
、
会
計
基
準
設

定
主
体
の
み
な
ら
ず
規
制
当
局
も
含
め
連
携
を
図
り
、

会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
作
業
を
加
速
し
て
い

る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、

国
際
会
計
基
準
、
米
国
基
準
と
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス

作
業
を
さ
ら
に
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

１
�
当
面
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
り
０８
年
に
最
終
評
価
が
行
わ
れ

る
会
計
基
準
の
同
等
性
評
価
に
対
し
着
実
に
対
応
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
会
計
基
準
設
定
主
体
で

あ
る
企
業
会
計
基
準
委
員
会
（
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）
が
策
定

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
表
に
基
づ
い
て
作
業
を
急

ぐ
こ
と
に
よ
り
、
日
本
基
準
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
の
主
要

な
差
異
は
解
消
さ
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
。

２
�
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
連
携
強
化
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ

う
、
同
等
性
評
価
の
対
象
項
目
以
外
に
も
、
重
要
な

差
異
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
定
の
期
限
を
区
切
り
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
日
本
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

３
�
米
国
の
基
準
設
定
主
体
で
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
（
財
務

会
計
基
準
審
議
会
）
と
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
（
国
際
会
計
基
準

審
議
会
）
が
進
め
て
い
る
長
期
的
な
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ

ン
ス
作
業
に
わ
が
国
も
参
加
し
、
意
見
反
映
に
努
め

る
と
と
も
に
、
今
後
も
継
続
的
に
日
本
基
準
と
の
調

整
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
日
本
経
団
連
と
し

て
も
日
本
の
財
務
諸
表
作
成
者
の
意
見
を
取
り
ま
と

め
、
積
極
的
な
意
見
発
信
を
行
う
。

４
�
０８
年
に
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
日
本
基
準
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と

同
等
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
は
、
日
本
企
業
の
日
本

で
の
Ｅ
Ｕ
上
場
と
、
Ｅ
Ｕ
企
業
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
の
日

本
上
場
に
つ
い
て
、
政
府
レ
ベ
ル
で
相
互
に
正
式
承

認
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
経
団
連
で
は
２
日
に
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
ト
ウ
ィ
ー
デ

ィ
ー
議
長
を
招
き
、
上
述
の
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明

す
る
と
と
も
に
懇
談
を
行
っ
た
。
ト
ウ
ィ
ー
デ
ィ
ー
議

長
か
ら
は
、
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
で
あ
る
日
本
が
、

国
際
的
な
会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
強
い
期
待
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

日
本
経
団
連
の
考
え
方
も
踏
ま
え
つ
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
と

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
８
日
に
、
２
０
１
１
年
ま
で
に
会
計
基
準

の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
達
成
す
る
旨
の
「
東
京
合

意
」
を
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

０７
年
３
月
卒
新
規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調
査

結
果
を
発
表

―
大
学
卒
事
務
系
２０
万
５
０
７
４
円
／
「
据

え
置
き
」
４
年
連
続
で
減
少
／
対
前
年
上

昇
率
、
全
学
歴
で
ほ
ぼ
倍
増

日
本
経
団
連
は
９
月
３
日
、２
０
０
７
年
３
月
卒「
新

規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
今
年
３
月
に
学
校
を
卒
業
し
て
４
月
に
入

社
し
た
新
規
学
卒
者
（
新
入
社
員
）
に
対
し
て
実
際
に

支
払
わ
れ
た
初
任
給
（
決
定
初
任
給
）
を
調
べ
た
も
の
。

今
回
の
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
�
初
任
給

の
対
前
年
上
昇
率
が
、
全
学
歴
で
ほ
ぼ
倍
増
（
０
・
５２

―
１
・
１１
％
）
�
大
学
卒
事
務
系
の
対
前
年
上
昇
額
が
、

１０
年
ぶ
り
に
１
０
０
０
円
超
（
１
３
５
４
円
）
�
初
任

給
を
据
え
置
い
た
企
業
の
割
合
が
、
４
年
連
続
で
減
少

（
５６
・
３
％
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
調
査
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
初
任
給
水
準

初
任
給
水
準
は
、
大
学
院
卒
事
務
系
２２
万
３
１
３
１

円
、
大
学
卒
事
務
系
２０
万
５
０
７
４
円
、
高
専
卒
技
術

系
１８
万
１
８
５
３
円
、
短
大
卒
事
務
系
１７
万
２
５
７
７

円
、
高
校
卒
事
務
系
１６
万
１
２
７
３
円
、
高
校
卒
現
業

系
１６
万
２
７
５
３
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
初
任
給
の
対
前
年
上
昇
率
は
、
大
学
院
卒
事

務
系
０
・
５６
％
（
昨
年
０
・
４６
％
）、
大
学
卒
事
務
系

０
・
６６
％
（
同
０
・
３６
％
）、
高
専
卒
技
術
系
０
・
６７

％
（
同
０
・
３７
％
）、
短
大
卒
事
務
系
０
・
６１
％
（
同

０
・
２３
％
）、
高
校
卒
事
務
系
０
・
６０
％
（
同
０
・
３４

％
）、
高
校
卒
現
業
系
０
・
６１
％
（
同
０
・
３５
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
全
学
歴
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
な
お
、
大

学
卒
事
務
系
の
対
前
年
上
昇
額
が
、
１０
年
ぶ
り
に
１
０

０
０
円
超
の
１
３
５
４
円
と
な
っ
た
。

２
�
産
業
別
・
規
模
別
に
み
た
初
任
給

�
産
業
別

大
学
卒
事
務
系
で
は
、
最
高
が「
石
油
・
石
炭
製
品
」

の
２４
万
６
０
０
０
円
、
次
い
で「
新
聞
・
出
版
・
印
刷
」

の
２２
万
３
５
１
２
円
、「
紙
・
パ
ル
プ
」
の
２１
万
２
２

６
０
円
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
最
低
は「
金
融
・

保
険
業
」（
１８
万
７
０
１
８
円
）
と
な
っ
て
お
り
、「
電

気
・
ガ
ス
業
」（
２０
万
１
０
１
円
）
と
「
金
属
工
業
」（
２０

万
３
１
８
８
円
）
が
続
い
て
い
る
。

�
規
模
別

大
学
院
卒
事
務
系
で
は「
１
０
０
人
未
満
」規
模
が
２２

万
７
９
９
０
円
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
学

卒
事
務
系
で
は
「
３
０
０
―
４
９
９
人
」
規
模
が
２０
万

７
１
９
４
円
、短
大
卒
事
務
系
で
は「
１
０
０
人
未
満
」

規
模
が
１８
万
２
８
８
３
円
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
従
業
員
３
０
０
０
人
以
上
の
大
企
業
の
各
学

歴
別
初
任
給
を
１
０
０
・
０
と
し
て
み
る
と
、
大
学
卒

事
務
系
で
は
、
従
業
員
３
０
０
０
人
未
満
の
す
べ
て
の

規
模
で
１
０
０
・
０
を
上
回
っ
て
い
る
。

３
�
初
任
給
の
決
定
状
況

前
年
の
初
任
給
を
据
え
置
い
た
（
凍
結
）
企
業
の
割

合
は
、
５
割
強
（
５６
・
３
％
）
で
、
１
９
９
９
年
か
ら

９
年
連
続
で
５
割
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
２
０
０

３
年
（
９１
・
４
％
）
を
ピ
ー
ク
に
４
年
連
続
で
減
少
し

て
い
る
。

「
新
規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調
査
」
は
、
新
規
学
卒

者
の
初
任
給
の
実
態
と
動
向
を
把
握
し
、
今
後
の
初
任

給
対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
１
９
５
２
年
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
回
の
調
査
は
、
日
本
経
団

連
の
企
業
会
員
会
社
お
よ
び
東
京
経
営
者
協
会
会
員
会

社
２
０
６
５
社
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、７
３
１
社（
製

造
業
５３
・
１
％
、
非
製
造
業
４６
・
９
％
）
か
ら
回
答
を

得
た
（
有
効
回
答
率
３５
・
４
％
）。

―２１―
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埼
玉
労
働
局
の
古
曳
享
司
局
長
と
岡

島
敦
子
埼
玉
県
副
知
事
が
７
月
３０
日
当

会
に
利
根
会
長
を
訪
問
さ
れ
、「
正
社

員
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
協
力
依
頼
」

が
あ
っ
た
。

中
長
期
的
に
労
働
力
人
口
が
減
少
す

る
中
、
企
業
に
お
い
て
は
、
労
働
力
確

保
の
観
点
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
の
問

題
と
し
て
、
若
年
者
・
女
性
・
高
年
齢

者
・
障
害
者
な
ど
こ
れ
ま
で
十
分
に
活

用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
々
に
対
す
る

柔
軟
な
働
き
方
や
就
労
機
会
の
提
供
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

協
会
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
セ

ミ
ナ
ー
等
法
律
面
は
勿
論
、
人
材
活
用

事
例
な
ど
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
要
請
の
趣
旨

に
ご
理
解
賜
り
、
本
問
題
に
一
層
取
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
正
社
員
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
協

力
依
頼
」
の
要
請
文
は
次
の
通
り
。

×

×

×

正
社
員
雇
用
の
拡
大
に

向
け
た
協
力
依
頼

日
頃
よ
り
貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
県
内
に
お
け
る
雇
用
施
策
に
関
し

て
御
高
配
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
一
昨
年
度
・

昨
年
度
と
取
り
組
ん
だ
「
フ

リ
ー
タ
ー
常
用
雇
用
化
対

策
」
に
対
し
て
も
多
大
な
る

御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
お
陰

様
で
二
万
五
千
人
以
上
の
フ

リ
ー
タ
ー
の
常
用
雇
用
化
が

実
現
で
き
ま
し
た
。
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
景
気
回
復

を
背
景
と
し
て
、
県
内
の
雇

用
失
業
情
勢
は
、
平
成
十
八

年
度
の
有
効
求
人
倍
率
が
十

五
年
ぶ
り
に
一
倍
を
超
え
る
な
ど
改
善

が
続
い
て
お
り
、
今
後
と
も
活
力
あ
る

経
済
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
求
職
中
の
方
の
う

ち
約
七
割
が
正
社
員
と
し
て
の
就
職
を

希
望
し
て
い
る
も
の
の
、
正
社
員
を
募

集
す
る
求
人
は
全
体
の
五
割
未
満
と
、

求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も
対
応
で

き
て
は
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
団
塊
世
代
の

大
量
退
職
に
よ
り
、
労
働
力
人
口
が
減

少
し
、
企
業
の
人
材
基
盤
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
、

子
育
て
中
の
女
性
、障
害
者
、高
齢
者
等

も
含
め
、
多
く
の
県
民
の
労
働
市
場
へ

の
参
加
を
促
す
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、現
実
に
は
、個
々
の
能
力
等

に
応
じ
た
就
労
機
会
を
十
分
に
確
保
で

き
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
埼
玉
労
働

局
で
は
「
埼
玉
県
成
長
力
底
上
げ
戦
略

推
進
円
卓
会
議
」
を
本
年
六
月
に
開
催

し
、
働
く
人
全
体
の
所
得
・
生
活
水
準

の
向
上
、
格
差
の
固
定
化
の
防
止
に
向

け
て
、
国
・
県
と
も
に
民
・
官
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
」
で
は
、
意

欲
あ
る
方
に
対
し
て
「
機
会
（
チ
ャ
ン

ス
）」を
最
大
限
に
与
え
る
こ
と
で
、
人

材
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
や
生
産
性
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
が
、
こ
の
趣
旨
に

鑑
み
れ
ば
、
正
社
員
と
し
て
就
職
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
全
て
の
方
に
対
し
て
、

希
望
ど
お
り
に
正
社
員
で
雇
用
さ
れ
る

機
会
を
付
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
機
会
付
与
の
た
め
に
は
、

や
は
り
、
企
業
の
皆
様
の
御
協
力
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

一
部
の
企
業
で
は
、
正
社
員
の
採
用

や
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
の
動
き
が

活
発
化
す
る
一
方
で
、
多
く
の
企
業
に

お
か
れ
て
は
正
社
員
の
採
用
に
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
事
実
と
拝

察
い
た
し
ま
す
が
、
正
社
員
と
し
て
雇

用
す
る
こ
と
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
正
社
員
雇
用
の
拡

大
に
つ
い
て
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

「
正
社
員
」
は
、
他
の
雇
用
形
態
よ

り
も
、

◇
応
募
者
が
多
く
、
優
れ
た
人
材
を
確

保
で
き
る
確
率
が
高
い
こ
と

◇
定
着
率
が
高
く
、
採
用
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
こ
と

◇
戦
略
的
な
人
材
育
成
が
可
能
で
あ
り

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
が
期

待
で
き
る
こ
と

な
ど
で
す
。
ひ
い
て
は
企
業
競
争
力

の
向
上
に
も
繋
り
ま
す
。

貴
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
傘
下
企
業

の
皆
様
に
、
正
社
員
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト

と
、
正
社
員
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
積

極
的
に
周
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
一
九
年
七
月
三
十
日

埼
玉
労
働
局
長

古
曳
享
司

埼
玉
県
副
知
事

岡
島
敦
子

埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長

利
根
忠
博

殿

１

働
く
方
の
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
雇

用
保
険
の
受
給
資
格
（
基
本
手
当
を
受
け

る
た
め
の
条
件
）が
一
本
化

こ
れ
ま
で
の
短
時
間
労
働
者
（
週
所
定
労
働
時
間
２０

〜
３０
時
間
）
に
対
す
る
異
な
る
取
扱
い
を
な
く
し
、
雇

用
保
険
の
受
給
資
格
を
一
本
化
。

旧

�
短
時
間
労
働
被
保
険
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者

↓
６
か
月
（
各
月
１４
日
以
上
）

�
短
時
間
労
働
被
保
険
者

（
週
所
定
労
働
時
間
２０
〜
３０
時
間
）

↓
１２
か
月
（
各
月
１１
日
以
上
）

�

新

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

週
所
定
労
働
時
間
が
２０
時
間
以
上
で
あ
れ
ば
１２
か

月
（
各
月
１１
日
以
上
）
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
。

※
た
だ
し
、
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ
た

方
は
、
６
か
月（
各
月
１１
日
以
上
）で
受
給
可
能
。

※
各
月
○
日
以
上
と
は
、
一
月
の
う
ち
働
い
た
日

数
で
す
。

２

育
児
休
業
後
も
同
じ
職
場
で
働
き
や
す
く

す
る
た
め
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
５０

％
に

旧

休
業
中
３０
％
＋
職
場
復
帰
後
６
か
月

１０
％

�

新

休
業
中
３０
％
＋
職
場
復
帰
後
６
か
月

２０
％

３

教
育
訓
練
給
付
が
変
更

被
保
険
者
期
間
が
「
３
年
以
上
」
必
要
で
あ
る
受
給

資
格
が
、
初
め
て
こ
の
給
付
を
受
給
し
て
能
力
開
発
を

試
み
る
方
に
限
り
「
１
年
以
上
」
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
長
さ
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
た
給
付
率
お
よ
び
上
限
額
を
一
本
化
し

ま
す
。

旧

被
保
険
者
期
間
３
年
以
上
５
年
未
満

２０
％（
上
限
１０
万
円
）

被
保
険
者
期
間
５
年
以
上

４０
％（
上
限
２０
万
円
）

�

新

被
保
険
者
期
間
３
年
以
上

２０
％（
上
限
１０
万
円
）

（
初
め
て
受
け
る
方
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間
１
年

以
上
で
受
給
可
能
）

正正
社社
員員
雇雇
用用
拡拡
大大
でで
協協
力力
依依
頼頼

古
曳
局
長
、
岡
島
副
知
事
ら
が

利
根
会
長
を
訪
問

お
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
雇
用
保
険
課

�
０
３
�
５
２
５
３
�
１
１
１
１（
代
表
）

又
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

１０
月
１
日

雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正

正
社
員
雇
用
拡
大
で
利
根
会
長
に
協
力
要
請
す
る

古
曳
局
長
と
岡
島
副
知
事

―２２―
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改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
の
要
旨

（
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
）

七
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日

◆
七
・
一
八

第
二
五
期
担
当
者
養
成

講
座
第
六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
三

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
五

第
二
八
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
一
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二

西
部
地
区
協
議
会
幹
事
会

（
丸
広
百
貨
店
）

◆
八
・
八

中
部
地
区
協
議
会
幹
事
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
一
〇

南
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
八
・
二
二

北
部
地
区
協
議
幹
事
会

（
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
八
・
二
九

小
笠
原
洋
上
研
修
第
二

回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
労
働
法
が
制
定
さ

れ
平
成
５
年
１２
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
法
律
は
強
行
法
規
で

は
な
く
、
努
力
義
務
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
１９
年
６
月

パ
ー
ト
労
働
法
の
大
幅
な
改
正
が
成
立

し
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
。
そ
の
内
容
の
要
旨
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

１

労
働
条
件
の
文
書
交
付
・
説
明
義

務
労
働
条
件
を
明
示
し
た
文
書
の
交
付

等
の
義
務
化
（
違
反
し
た
事
業
者
に
１０

万
円
以
下
の
過
料
あ
り
）
等

２

均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
の
促

進（
働
き
・
貢
献
に
見
合
っ
た
公
正

な
待
遇
の
決
定
ル
ー
ル
の
整
備
）

�
す
べ
て
の
パ
ー
ト
労
働
者
を
対
象
に
、

通
常
の
労
働
者
（
正
社
員
）
と
の
均

衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
措
置
の
義

務
化
等

�
特
に
、
正
社
員
と
同
視
す
べ
き
短
時

間
労
働
者
に
対
し
て
は
、
差
別
的
取

扱
い
の
禁
止

３

正
社
員
へ
の
転
換
の
推
進

正
社
員
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め

の
措
置
（
正
社
員
募
集
情
報
の
周
知
、

正
社
員
募
集
へ
の
応
募
機
会
の
付
与
、

正
社
員
登
用
試
験
制
度
の
導
入
な
ど
）

を
義
務
化

４

待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し

た
事
項
の
説
明

５

苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
援
助

�
苦
情
を
自
主
的
に
解
決
す
る
よ
う
努

力
義
務
化

�
行
政
型
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
調
停
等
）
の
整
備

（
資
料
提
供
・
弁
護
士

安
西
�
氏
）

１０
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
」
で
す
。

労
働
保
険
は
、「
労
災
保
険
」
と
「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
し

て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
の

事
由
や
通
勤
途
上
に
負
傷
な
ど
し
た
場

合
や
、
失
業
な
ど
し
た
場
合
な
ど
に
必

要
な
保
険
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
加

入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、
加

入
の
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
手
続
指
導
及
び
加
入
勧
奨
活

動
に
よ
っ
て
も
、
自
主
的
な
加
入
手
続

き
を
と
ら
な
い
事
業
主
に
つ
い
て
は
、

職
権
に
よ
る
強
制
的
な
保
険
関
係
成
立

手
続
を
行
い
、
労
働
保
険
料
の
認
定
決

定
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）も
し
く
は
、埼
玉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
（
電
話
０
４
８
―
６
０
０

―
６
２
０
３
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
か
ら
「
社
会
人
基
礎
力
」

が
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
ご
存
知
の
こ

と
と
思
う
。

そ
の
内
容
は
、
�
前
に
踏
み

出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
�
一

歩
前
に
踏
み
出
し
、
失
敗
し
て

も
粘
り
強
く
取
り
組
む
力
、
�

考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン
グ
）

�
疑
問
を
持
ち
、
考
え
抜
く
力
、

�
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
）
�
多
様
な
人
々
と
と

も
に
、
目
標
に
向
け
て
協
力
す

る
力
の
三
つ
の
能
力
と
十
二
の

要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

十
二
の
要
素
と
は
、
ア
ク
シ

ョ
ン
で
は
主
体
性
・
働
き
か
け

力
・
実
行
力
、
シ
ン
キ
ン
グ
で

は
課
題
発
見
力
・
計
画
力
・
創

造
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
発

信
力
・
傾
聴
力
・
柔
軟
性
・
情

況
把
握
力
・
規
律
性
・
ス
ト
レ

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
で
あ
る
。

こ
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、
今
、
会

社
で
求
め
ら
れ
て
い
る
力
で
あ
り
、
具
体

的
な
能
力
や
要
素
は
多
分
企
業
側
か
ら
の

一
方
的
な
要
望
で
あ
ろ
う
。

企
業
が
採
用
時
に
重
視
す
る
能
力
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
ト
ッ
プ
に
、

基
礎
学
力
・
責
任
感
・
積
極
性
・
外
向
性
・

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
資
格
取
得
・
向
上
心
・

探
求
心
・
職
業
意
識
・
勤
労
観
な
ど
が
上

位
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
現
に
企
業
で
働
い
て
い
る
人

達
に
も
勿
論
必
要
な
事
で
あ
る
が
、
ど
う

も
学
生
達
に
事
前
に
あ
る
程
度
身
に
付
け

て
き
て
欲
し
い
と
い
う
企
業
側
の
願
望
で

も
あ
ろ
う
。

果
た
し
て
大
学
生
に
ど
こ
ま
で
こ
れ
ら

を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

人
間
教
育
の
原
点
は
「
家
庭
」
に
あ
る

と
常
々
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
「
学
校
」

と
「
地
域
社
会
」
に
も
あ
る
。

家
庭
で
子
供
の
教
育
が
今
は
殆
ど
な
さ

れ
て
い
な
い
し
、「
や
れ
！
」

と
言
っ
て
も
出
来
る
親
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
皺
寄
せ
が
企
業
の

人
材
育
成
の
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

事
実
で
あ
る
。

最
近
は
こ
の
「
社
会
人
基
礎

力
」
を
授
業
に
採
り
入
れ
て
い

る
大
学
が
数
校
出
て
き
て
い
る
。

小
生
も
依
頼
が
あ
り
某
大
学

で
講
義
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
重
点
を
「
家
庭
教

育
の
大
切
さ
」「
覚
え
る
こ
と

か
ら
考
え
る
こ
と
へ
の
移
行
」

「
立
体
型
人
間
関
係
の
存
在
」

「
影
響
力
を
与
え
続
け
る
人
間

に
」
な
ど
を
重
要
視
し
て
講
義

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
「
考
え
る
�
気
付
く
・
洞
察
力
」

が
今
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、
文
明
の
利

器
の
出
現
で
「
平
面
型
人
間
関
係
」
が
大

手
を
振
っ
て
歩
い
て
い
る
。「
目
は
口
ほ

ど
に
も
の
を
言
う
」
と
い
う
「
立
体
型
人

間
関
係
」
を
築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
と
切

望
し
て
い
る
。

さ
て
、
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

ま
す
か
？

事
業
だ
よ
り

第１５９回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

パパ
ーー
トト
労労
働働
法法
がが
改改
正正
、、

来来
年年
四四
月月
施施
行行

―２３―
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★
第
２８
次
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、
島
内
研
修

日
時

１０
月
４
日
�
〜
９
日
�
５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
現
地

交
歓
会
、
課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１０
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
２
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
研
修
室

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育
修
了
式
、
研
修

修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
労
務
委
員
会

日
時

１０
月
１１
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３
会
議
室

内
容

テ
ー
マ
「
女
性
と
障
害
者
」
活
用
事
例
な
ど

講
師

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー

長
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ン
ラ
イ
ズ
代
表
理
事

小
野
博
也
氏
、
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
主
幹

吉
田
純
一
氏

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

１０
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

武
州
瓦
斯
�
坂
戸
製
造
所

★
労
務
管
理
講
座

日
時

１０
月
２３
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０２
研
修
室

内
容

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
企
業
側
の
責
任
〜
精
神
健
康
管

理
を
め
ぐ
る
企
業
の
安
全
配
慮
義
務
の
問
題
点
と
実

務
対
応
〜

講
師

弁
護
士

清
水

謙
氏

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

１０
月
２６
日
�
１２
時
〜
１３
時
２０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

★
理
事
会

日
時

１０
月
２６
日
�
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

★
給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
６
日
�
９
時
３０
分
〜
１９
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０１
研
修
室

内
容

関
連
法
規
・
実
務
、
社
会
保
険
、
源
泉
徴
収
、
年
末

調
整
の
す
す
め
方
と
ポ
イ
ン
ト

講
師

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
セ
ン
タ
ー

代

表
取
締
役

土
屋

彰
氏

Ｙ
Ｆ
Ｐ
総
合
会
計

代
表
取
締
役

山
田
邦
昭
氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

１１
月
８
日
�

会
場

ク
ラ
リ
オ
ン
�

★
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

１１
月
９
日
�
９
時
３０
分
〜
１１
時
５０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３
会
議
室

内
容

講
演

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

１１
月
１５
日
�

会
場

も
の
つ
く
り
大
学

★
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
２０
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

危
機
管
理
時
代
の
体
質
強
化
を
図
る
財
務
管
理
と
経

営
戦
略

講
師

中
小
企
業
診
断
士

宮
崎
健
治
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
小
山
本
家
酒
造

代
表
取
締
役
社
長

小
山

景
一

さ
い
た
ま
市
西
区
指
扇
一
七
九
八

電
話
〇
四
八
―
六
二
四
―
一
〇
〇
〇

（
資
）
三
千
五
百
万
円

（
従
）
一
五
〇
名

日
本
酒
製
造
・
販
売

�
埼
玉
種
畜
牧
場

代
表
取
締
役
社
長

笹
�

静
雄

日
高
市
大
字
下
大
谷
沢
五
四
六

電
話
〇
四
二
―
九
八
九
―
二
二
二
一

（
資
）
九
千
二
百
万
円

（
従
）
一
六
四
名

食
肉
加
工
品
製
造
販
売
、
畜
産

�
ジ
ェ
イ

エ
ス
キ
ュ
ー
ブ
北
関
東
支
店

支
店
長

大
杉

則
夫

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇
―
二

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
３

２
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
五
八
―
〇
五
五
〇

（
資
）
十
億
円

（
従
）
一
七
名

総
合
人
材
サ
ー
ビ
ス
・
各
種
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
・

Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
及
び
販
売

�
先
端
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長

安
藤

知
明

和
光
市
丸
山
台
一
―
一
〇
―
五

電
話
〇
四
八
―
四
五
〇
―
一
三
五
一

（
資
）
一
億
二
千
四
百
八
十
万
円

（
従
）
四
四
名

情
報
サ
ー
ビ
ス
業

�
た
は
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

田
原

信
男

さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
三
―
三
〇
―
五

電
話
〇
四
八
―
六
六
五
―
一
〇
七
七

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
五
名

Ｉ
Ｓ
Ｏ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

�
ビ
ー
デ
ィ
ー
エ
ス

代
表
取
締
役

中
山

武
司

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
七
―
一
―
二
二

電
話
〇
四
八
―
八
三
四
―
六
一
二
一

（
資
）
九
千
四
百
七
十
五
万
円

（
従
）
一
六
〇
名

中
古
二
輪
、
中
古
Ｏ
Ａ
機
器
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

古
郡
建
設
�

代
表
取
締
役

古
郡

栄
一

深
谷
市
稲
荷
町
二
―
一
〇
―
六

電
話
〇
四
八
―
五
七
三
―
三
一
一
一

（
資
）
三
億
円

（
従
）
一
二
三
名

総
合
建
設
業
（
土
木
工
事
・
建
築
工
事
・
舗
装
工
事
・
設

備
工
事
）、
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
建

築
事
業

�
リ
ー
ド

代
表
取
締
役
社
長

田
部
谷

秀
柱

熊
谷
市
弥
藤
吾
五
七
八

電
話
〇
四
八
―
五
八
八
―
一
一
二
一

（
資
）
六
億
五
千
八
百
二
十
四
万
円

（
従
）
三
〇
〇
名

製
造
業
、
輸
送
機
器
（
自
動
車
用
部
品
、
電
子
機
器
・
街

路
灯
）

〈
代
表
者
変
更
〉

�
北
川
鉄
工
所
東
京
工
場

工
場
長

渡
邉

憲
一
（
旧

廣
中

龍
雄
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
大
宮
支
店

支
店
長

関
川

朋
史
（
旧

並
木

孝
行
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
上
福
岡
支
店

支
店
長

尾
形

朋
昭
（
旧

須
賀

敬
亮
）

�
ソ
ー
ゴ
ー

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤

慶
太
（
旧

安
永

政
廣
）

中
興
電
機
�

代
表
取
締
役
社
長

出
井

善
元
（
旧

浜
口

透
）

�
テ
ク
サ
ス

代
表
取
締
役

佐
藤

博
之
（
旧

宮
澤

孝
雄
）

東
京
電
力
�
埼
玉
支
店

執
行
役
員
埼
玉
支
店
長

片
岡

和
久
（
旧

新
井

是
男
）

同
和
ハ
イ
テ
ッ
ク
�

代
表
取
締
役
社
長

永
田

長
寿
（
旧

納
富

清
孝
）

ハ
ナ
コ
メ
デ
イ
カ
ル
�

代
表
取
締
役
社
長

川
口

苦
楽
（
旧

肥
留
間
豊
子
）

理
研
熊
谷
機
械
�

代
表
取
締
役

笹
川

政
和
（
旧

五
藤

高
司
）

〈
社
名
変
更
〉

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ハ
イ
テ
ッ
ク
�

（
旧

同
和
ハ
イ
テ
ッ
ク
�
）

〈
住
所
変
更
〉

�
ソ
ー
ゴ
ー

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
卸
町
一
―
二
二

（
旧

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
四
―
三
―
二
）

�
第
一
住
創

八
潮
市
大
瀬
七
八
八
―
一

Ｔ
Ｘ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
八
潮

（
旧

八
潮
市
中
央
三
―
一
三
―
一
〇
）

武
蔵
野
銀
行

の
前
頭
取
で
、

相
談
役
の
本
会

副
会
長
三
輪
克

明
氏
が
九
月
一

五
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
さ
い
た
ま

市
に
居
住
さ
れ
、
享
年
六
六
歳
。

生
前
の
ご
功
労
に
深
謝
し
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

三
輪
克
明
本
会
副
会
長
が
逝
去

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
四
〇
号

２
０
０
７
年
９
月
２８
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

♪埼玉音協主催

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成19年 12月20日（木）

18 : 00開場 18 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）

とにかく面白い！ 出身地の鹿児島では“大スター”の歌之介師匠。
彼の落語には、古典、新作とも独自の芸“歌之介の落語世界”の魅力がある。
吸引力のある芸の世界がしっかりと展開されながら、熱っぽい演じ方、地の
語りの説得性と共感を招くエピソードの数々が面白い。加えて師匠の“三遊
亭圓歌”譲りの“漫談調の高座”は笑いの連続で、笑いの満足度１００％�

爆爆笑笑
ラライイ
ブブ

―２４―


